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特
集　

平
成
24
年
度
の
決
算
報
告

　

一
般
会
計
の
概
要

　
一
般
会
計
は
、
行
政
運
営
の
基
本
と

な
る
経
費
の
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

は
、
歳
入
が
３
７
０
億
５
，
１
５
２
万

円
（
前
年
度
か
ら
５
億
８
，
９
８
９
万

円
の
増
額
）、
歳
出
が
３
６
１
億
６
，

７
９
８
万
円
（
同
12
億
９
，
７
７
７
万

円
の
増
額
）、
25
年
度
に
持
ち
越
し
て

実
施
す
る
事
業
の
財
源
（
３
億
４
，
６

８
６
万
円
）
を
除
い
た
黒
字
額(

実
質

収
支)

は
５
億
３
，
６
６
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
次
ペ
ー
ジ
上
図
は
人
口
約
８
万
７
，

０
０
０
人
の
舞
鶴
市
を
１
つ
の
家
族
に

例
え
た
ま
い
づ
る
家
の
家
計
簿
で
す
。

　

ま
い
づ
る
家
の
家
計

　
約
８
万
７
，
０
０
０
人
家
族
の
ま
い

づ
る
家
の
家
計
は
、
昨
年
度
よ
り
収

入
、
支
出
と
も
に
総
額
が
増
え
て
い
ま

す
。
光
熱
水
費
、
通
信
費
、
日
用
品
費

(

物
件
費)

や
家
の
増
改
築
・
修
繕
、

家
具
の
買
替(

普
通
建
設
事
業
費)

を

減
ら
し
て
節
約
し
て
い
る
も
の
の
、
医

療
費
・
教
育
費(

扶
助
費)

な
ど
は
引

き
続
き
増
え
る
見
込
み
で
、
お
小
遣

い
・
保
険
料
・
町
内
会
費
（
補
助
費
）

や
子
ど
も
へ
の
仕
送
り(

出
資
金
・
貸

付
金
・
繰
出
金)

も
増
え
て
い
ま
す
。

　
景
気
が
悪
い
中
で
給
料
の
主
な
項
目
で

あ
る
市
税
が
減
少
し
、
ま
い
づ
る
家
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

歳入
370 億 5,152

単位：万円

府から交付されたお金
【府支出金】

26 億 8,815（7.2%）

国から交付されたお金
【国庫支出金】
46 億 9,657（12.7%）

財政力に応じて国から交付されたお金
【地方交付税】

49 億 5,932（13.4%）

皆さんが納めた税金
【市税】
140 億 4,344（37.9%）

事業の財源として借りたお金
【市債】

39 億 3（10.5%）

貸付金の返済など
【諸収入】

19 億 6,552（5.3%）

国の税金として納められたものを
譲与されたお金【地方譲与税】
3 億 1,957（0.9%）

その他の収入
20 億 1,426（5.4%）

消費税を財源に府から交付されたお金
【地方消費税交付金】
8 億 7,324（2.4%）

歳出
361 億 6,798

単位：万円

福祉や子育て支援など
【民生費】
120 億 9,448（33.4%）

行政の運営など
【総務費】
53億4,032（14.8%）道路や橋りょうの維持整備など

【土木費】
47 億 5,724（13.2%）

借入金の返済
【公債費】

35 億 9,435（9.9%）

ごみ処理や健康増進など
【衛生費】

31 億 7,867（8.8%）

学校整備や教育振興など
【教育費】

30 億 9,123（8.6%）

防災対策や消防署の運営など
【消防費】

14 億 9,746（4.1%）

観光振興や企業支援など
【商工費】

13 億 5,992（3.8%）

農林水産業の振興
【農林水産業費】

6 億 6,326（1.8%）

災害からの復旧
【災害復旧費】
1 億 1,838（0.3%）

議会運営や雇用対策
【議会費・労働費】
4 億 7,267（1.3%）

一般会計の歳入・歳出
平
成
24
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

前年度から持ち越したお金
【繰越金】
15 億 9,142（4.3%）
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収　入 24 年度 23 年度

給料
（市税、使用料、手数料など）

171 億円
（46.1％）

173 億円
（47.4％）

親からの仕送り
（地方交付税、地方譲与税、国・府支出金）

140 億円
（37.7％）

152 億円
（41.6％）

貯金取り崩し
（繰入金、繰越金）

21 億円
（5.7％）

9 億円
（2.5％）

ローン借り入れ
（市債）

39 億円
（10.5％）

31 億円
（8.5％）

合計　 371 億円 365 億円

支　出 24 年度 23 年度

給料を得るために働く人の経費
（人件費）

63 億円
（17.4％）

62 億円
（17.8％）

医療費、教育費
（扶助費）

77 億円
（21.3％）

76 億円
（21.8％）

ローンの返済
（公債費）

36 億円
（10.0％）

37 億円
（10.6％）

光熱水費、通信費、日用品費
（物件費）

40 億円
（11.0％）

42 億円
（12.0％）

お小遣い、保険料、町内会費
（補助費）

26 億円
（7.2％）

25 億円
（7.1％）

家の増改築・修繕、家具の買替
（普通建設事業費など）

56 億円
（15.5％）

60 億円
（17.2％）

子どもへの仕送り
（出資金、貸付金、繰出金）

49 億円
（13.5％）

45 億円
（12.9％）

貯金
（積立金）

15 億円
（4.1％）

2 億円
（0.6％）

合計　 362 億円 349 億円

特集：平成 24年度の決算報告
《まいづる家の家計》

※（　）内の数値は構成比率

まいづる家の家計簿

まいづる家の支出の特徴
　舞鶴市と人口や産業構造などが類似
した全国の都市（類似団体）との支出
状況を比べてみましょう。
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舞鶴市
類似団体

　一般会計の決算を家計の収支に例えて
みました。

※数値は普通会計

　支出総額に対する目的別事業費の割
合をグラフにしました。舞鶴市では類
似団体に比べて民生費や土木費、商工
費などの支出の比率が高くなっていま
す。これは子育て支援医療の拡大や高
齢者福祉の充実、市営住宅の建て替え
や幹線道路整備の推進を進めるととも
に、中小企業への融資制度の拡充や京
都舞鶴港日本海拠点機能を強化したこ
とによるものです。
　また、教育費の比率が低くなってい
るのは、小学校給食の委託化やスポー
ツ施設の指定管理の実施などにより経
費が節減されたことなどによります。



【活力あるまちづくり】

❖赤れんがパーク整備事業…2 億 4,698 万円
❖着地型観光推進事業…1,227 万円
❖まいづる元気産業創出事業…9,000 万円
❖京都舞鶴港日本海側拠点機能推進事業…2,050 万円

【市民に役立つ市役所づくり】

❖公共施設のあり方調査検討事業…2,565 万円
❖情報発信強化事業…132 万円
❖行財政改革推進経費 ( 公開事業評価の実施等 )…104 万円

【安心のまちづくり】

❖ハザードマップ作成事業…483 万円
❖庁舎改修事業費 ( 非常用自家発電設備設置改修設計等 )…7,906 万円
❖防災行政無線 ( 同報系 ) 整備事業…2 億 1,483 万円
❖消防施設整備事業 ( 消防ポンプ自動車等 )…9,425 万円
❖子育て交流拠点施設整備事業…367 万円
❖中学校給食モデル校実施事業…4,190 万円
❖校舎等改修事業 ( 小・中学校 )…8 億 2,048 万円
❖みんなにやさしい安全道路整備事業（道路橋りょう費）

…9,782 万円

▲子育て交流拠点施設の完成予想図

　

お
金
の
使
い
道
を
紹
介

　「
住
ん
で
よ
し
、
働
い
て
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し

の
『
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
』」
を
実
現
す
る
た

め
に
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
」「
市
民
に
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り
」
を

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
を
紹

介
し
ま
す
（
上
図
）。

　

基
金
（
貯
金
）
と
市
債
（
借
金
）

　
基
金
と
は
貯
金
の
こ
と
で
す
。
24
年
度
は
、

23
年
度
決
算
の
黒
字
額
の
一
部
の
積
み
立
て
な

ど
で
、
10
億
２
，
２
７
４
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
基
金
に
は
、
急
激
な
支
出
の
増
加
に

よ
る
歳
入
不
足
に
備
え
た
り
、
特
定
の
事
業
を

行
う
目
的
で
積
み
立
て
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
市
債
と
は
借
入
金
の
こ
と
で
す
。
一
般
会
計

で
は
、
道
路
や
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
借
り

入
れ
た
建
設
地
方
債
の
残
高
が
23
年
度
に
比
べ

９
，
３
２
３
万
円
減
少
し
、
臨
時
財
政
対
策
債

(

返
済
費
用
が
、後
年
度
に
交
付
税
で
全
額
措
置)

な
ど
の
残
高
は
、
８
億
５
，
２
2
７
万
円
増
加

し
ま
し
た
。
市
債
に
よ
る
お
金
の
借
り
入
れ
は
、

次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

▪
学
校
や
公
園
、
公
共
施
設
な
ど
の
建
設
費
用

は
多
額
で
あ
る
た
め
分
割
し
て
支
払
う
こ
と
で
、

負
担
を
分
散
さ
せ
る

▪
何
十
年
も
使
用
さ
れ
る
施
設
な
ど
の
建
設
費

は
、
現
在
税
金
を
納
め
て
い
る
方
だ
け
で
は
な

く
、
後
世
代
の
方
に
も
公
平
に
負
担
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の

▪
返
済
額
の
一
定
割
合
の
額
が
国
の
地
方
交
付

税
交
付
金
に
措
置
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
財
源
的

に
有
利
と
な
る
場
合
が
あ
る

24 年度に取り組んだ主な事業
お金の使い道を紹介

項目 24 年度末
現在高

23 年度末
現在高 増減額 伸び率

建設地方債 203 億 6,391 万円 204 億 5,714 万円 ▲ 9,323 万円 ▲ 0.5％

臨時財政
対策債など

128 億 6,344 万円 120 億 1,117 万円 8 億 5,227 万円 7.1％

計 332 億 2,735 万円 324 億 6,831 万円 7 億 5,904 万円 2.3％

市債の状況（一般会計）

24 年度末
現在高

23 年度末
現在高 増減額 伸び率

107 億 4,920 万円 97 億 2,646 万円 10 億 2,274 万円 10.5％

基金の状況（一般会計）

▲消防ポンプ自動車と高規格
救急車を配置

▲舞鶴赤れんがパークがオープン ▲公開事業評価を実施
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特
別
会
計

　
特
別
会
計(

企
業
会
計
を
含
む)

は
、

水
道
事
業
な
ど
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
そ
の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
事
業
の

経
費
を
賄
う
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別

に
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。

　
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
２
６
３
億

８
９
４
万
円
（
前
年
度
か
ら
２
・
５
㌫

増
）、
歳
出
総
額
は
２
６
２
億
８
，
４

７
２
万
円
（
同
０
・
４
㌫
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
公
設
地
方
卸
売

区分
収益的収支 資本的収支

概要
24 年度 24 年度

水
道
事
業

収入 17 億 237 万円 １億 8,562 万円 配水量（年間）
11,284,253 立方㍍
給水戸数 30,151 戸支出 15 億 5,382 万円 8 億 2,236 万円

病
院
事
業

収入 9 億 7,899 万円 4 億 8,029 万円 療養病床数　56 床
（一般病床は休床）
入院患者 49.2 人／日
外来患者 46.4 人／日

（うち診療所患者 31 人／日）
支出 9 億 7,895 万円 5 億 2,120 万円

企業会計（消費税込み）

項目 24 年度末
現在高

23 年度末
現在高 増減額 伸び率

下水道債 289 億 228 万円 286 億 8,921 万円 2 億 1,307 万円 0.7％

上水道債 53 億 5,109 万円 54 億 7,243 万円 ▲ 1 億 2,134 万円 ▲2.2％

その他 21 億 2,342 万円 17 億 8,038 万円 3 億 4,304 万円 19.3％

計 363 億 7,679 万円 359 億 4,202 万円 4 億 3,477 万円 1.2％

市債の状況（特別会計）

24 年度末現在高 23 年度末現在高 増減額 伸び率

40 億 6,031 万円 42 億 8,957 万円 ▲ 2 億 2,926 万円 ▲ 5.3%

特別会計　会計別一覧

基金の状況（特別会計）

区分 24 年度

国民健康保険事業会計
収入 92 億 397 万円

支出 88 億 5,881 万円

収支 3 億 4,516 万円

簡易水道事業会計
収入 5 億 7,625 万円

支出 5 億 6,467 万円

収支 1,158 万円

土地建物造成事業会計
収入 3,800 万円

支出 399 万円

収支 3,401 万円

貯木事業会計
収入 1,209 万円

支出 1,209 万円

収支 0 万円

公設地方卸売市場事業会計
収入 769 万円

支出 1,882 万円

収支 ▲ 1,113 万円

下水道事業会計
収入 47 億 8,174 万円

支出 47 億 6,812 万円

収支 1,362 万円

駐車場事業会計
収入 5,194 万円

支出 2,295 万円

収支 2,899 万円

介護保険事業会計

保険事業勘定
収入 71 億 6,708 万円

支出 70 億 4,405 万円

収支 1 億 2,303 万円

介護サービス
事業勘定

収入 459 万円

支出 310 万円

収支 149 万円

後期高齢者医療事業会計
収入 11 億 1,834 万円

支出 11 億 1,178 万円

収支 656 万円

区分 25 年度

公設地方卸売市場事業会計
収入 9,661 万円

支出 9,661 万円

収支 0 万円

　舞鶴市の財政の客観的な判断指標は次の
とおりです。いずれも健全な状態を示す数
値になっています。

市
場
事
業
会
計
は
、
赤
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
赤
字
は
平
成
25
年
度

の
同
会
計
の
収
入
を
繰
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
補
て
ん
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
公
設
地
方
卸
売

市
場
事
業
会
計
は
、
平
成
25
年
６
月
30

日
で
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

▼
決
算
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
（
☎
66
・
１
０
４
６
）
へ
。

舞鶴市の財政状況
ま
い
づ
る
家
の
も
う
一
つ
の
お
財
布
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特集：平成 24年度の決算報告
《まいづる家の家計》

※資本的収入額が支出額に不足する額は、損益勘定留保資金などで補てん

健全化判断比率等の状況
項　目 概　要 舞鶴市

の数値
早期健全
化基準

財政再
生基準

経常収支比率

毎月の給料に対する食費、家賃、
光熱水費、ローン返済など、毎月
決まって支払わなければならない
経費の割合。数値が 100 を下回
る度合が大きいほど自由に使える
お金が多いといえます。

90.7

実質赤字比率

福祉、教育まちづくりなどの行政
サービスを行う一般会計などにつ
いて、支出に対する収入の不足額

（赤字額）が標準的な収入に占め
る割合。この比率が高くなるほど、
赤字の程度が大きいといえます。

- 15％ 20％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字額が、標準的
な収入に占める割合。市全体とし
ての赤字の程度を表します。

- 20％ 30％

実質公債費比率

１年間の収入に対して、借入金（市
債）の返済額などがどれくらいの
割合になるのか数値化（過去３年
か年平均）し、借入金返済の負担
額をチェックする比率。

10.4％ 25％ 35％

将来負担比率
１年間の収入に対して、借入金や
職員の退職金など将来必ず支払わ
なければならないお金の総額をチ
ェックする比率。

75.3％ 350％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字が発生していな
いので数値が算定されないため「 - 」で表示しています。
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市
議
会
９
月
定
例
会
・
第
１
回
臨
時
会

台
風
被
害
の
復
旧
・
支
援
を
重
視

　
市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
４
日
～
10
月
７
日
、
臨
時
会
が
10
月
11
日
～
15
日
に
開
会
。
平
成

24
年
度
の
決
算
や
台
風
18
号
に
よ
る
被
災
者
支
援
な
ど
の
25
年
度
一
般
・
特
別
会
計
の
補
正
予

算
、条
例
改
正
な
ど
市
長
提
案
の
36
議
案
を
審
議
。
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会 

補
正
予
算

《
一
般
会
計
》

▪
第
４
号
　

　
台
風
18
号
に
よ
り
、
住
居
が
浸

水
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
世
帯

に
対
す
る
災
害
見
舞
金
１
，
４
０

０
万
円
、
住
居
や
家
財
に
損
害
を

受
け
ら
れ
た
世
帯
に
対
す
る
災
害

援
護
資
金
貸
付
金
２
，
５
０
０
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
３
，
９

０
０
万
円
の
増
額
。

▪
第
５
号
　

　
災
害
時
な
ど
の
行
政
機
能
の
維

持
を
目
的
に
無
線
通
信
設
備
に
よ

る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
線
の
整
備
、

社
会
福
祉
法
人
ま
い
づ
る
福
祉
会

が
実
施
す
る
施
設
整
備
に
対
す
る

補
助
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
策
定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
経
費
、
茶
業
振
興
に
向
け
た
新

植
事
業
に
対
す
る
補
助
、
舞
鶴
赤

れ
ん
が
パ
ー
ク
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
力
向
上
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

関
す
る
経
費
な
ど
を
補
正
す
る
も

の
で
、
５
億
８
，
６
２
９
万
円
の

増
額
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
歳

入
・
歳
出
い
ず
れ
も
３
５
０
億
１

９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
特
別
会
計
》

▪
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　
９
，
７
８
４
万
円
を
増
額
し
、

総
額
は
91
億
５
，
７
８
０
万
円
。

▪
下
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

　
１
，
４
１
７
万
円
を
増
額
し
、

総
額
は
46
億
１
，
０
０
６
万
円
。

▪
介
護
保
険
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　
３
，
５
３
６
万
円
を
増
額
し
、

総
額
は
81
億
３
，
９
８
７
万
円
。

　
条
例

▪
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
な
ど
に

関
し
調
査
審
議
す
る
た
め
に
設
置

▪
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　
年
金
所
得
者
に
対
す
る
特
別
徴

収
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
の
算

定
方
法
の
変
更
な
ど

▪
駐
車
場
条
例
・
都
市
公
園
条
例
・
体

育
施
設
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
　

　
市
営
駐
車
場
、
一
部
の
都
市
公

園
、
北
吸
多
目
的
施
設
な
ど
を
指

定
管
理
か
ら
市
直
営
に
移
行

　
人
事

▪
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

❖
岸
本
純
子
（
66
歳
、
浜
）

▪
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

❖
村
尾
幸
作
（
73
歳
、丸
山
中
町
）

　

第
１
回 

臨
時
会

《
一
般
会
計
》

▪
第
６
号

　
台
風
18
号
の
豪
雨
に
伴
う
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に

よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の

生
活
再
建
支
援
、
農
林
水
産
業
者

や
商
工
業
者
の
事
業
再
建
支
援
、

被
災
し
た
市
の
施
設
や
道
路
、
河

川
な
ど
の
社
会
基
盤
を
復
旧
す

る
た
め
の
経
費
な
ど
を
補
正
す

る
も
の
で
、
歳
入
・
歳
出
い
ず
れ

も
12
億
６
，９
３
４
万
円
の
増
額
。

　
こ
の
結
果
、予
算
総
額
は
歳
入・

歳
出
い
ず
れ
も
３
６
２
億
７
，
１

２
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
特
別
会
計
》

▪
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計（
第
２
号
）

　
被
災
者
の
保
険
料
負
担
な
ど
の

軽
減
を
計
る
た
め
62
万
円
を
増
額

し
総
額
は
91
億
５
，
８
４
２
万
円
。

▪
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　
簡
易
水
道
施
設
の
復
旧
経
費
と

し
て
２
４
０
万
円
を
増
額
し
総
額

は
６
億
２
，
４
９
８
万
円
。

▪
下
水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

　

下
水
道
施
設
の
復
旧
経
費
と
し

て
２
，
４
４
０
万
円
を
増
額
し
総

額
は
46
億
３
，
４
４
６
万
円
。

▪
介
護
保
険
事
業
会
計
（
第
２
号
）

　
被
災
者
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
の

た
め
財
源
の
内
訳
を
変
更
す
る
も
の

で
総
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

概要 補正額
総務費 北近畿タンゴ鉄道災害復旧事業費補助金 298 万円

民生費

被災家屋等調査・消毒経費 468 万円
災害廃棄物処理経費 2 億 1,156 万円
地域再建被災者住宅等支援事業補助金 2 億 2,159 万円
被災住宅応急修理支援事業費 3,178 万円

農林水産業費

農機具等農業設備復旧支援事業費補助金 2,000 万円
万願寺甘とうハウス再建支援事業費補助金 1,610 万円
農業設備再建支援事業費補助金 3,150 万円
被災担い手農家等経営再建支援事業費補助金 2,030 万円
農村復興地域づくり事業費補助金 1,000 万円
有害鳥獣侵入防止柵復旧支援事業費補助金 500 万円
漁業災害復旧支援事業費補助金 1,500 万円

商工費
中小企業災害復旧事業費補助金 1,000 万円
中小企業災害特別融資制度保証料補給金 500 万円
中小企業災害特別融資制度貸付金 2,000 万円

災害復旧費

農地災害復旧事業費 5,650 万円
農業用施設災害復旧事業費 2,950 万円
林業施設災害復旧事業費 6,950 万円
道路橋りょう災害復旧事業費 2 億 2,414 万円
河川災害復旧事業費 8,170 万円
公園災害復旧事業費 263 万円
その他公共施設災害復旧費 3,980 万円

【 主な補正予算 】
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職員給与費の状況（24 年度一般会計決算）

期末・勤勉手当と退職手当の状況

時間外勤務手当の状況
ラスパイレス指数の状況

（25 年４月１日現在）

平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（25 年４月１日現在）

特別職の報酬等の状況（25年４月１日現在）

初任給の状況（25 年４月１日現在） 経験年数別平均給料月額の状況（25 年４月１日現在）

※２　職員手当には退職手当を含みません。

（国家公務員の給与を 100 とした場合の舞鶴市の給与水準）

平均給与月額は、給料月額と諸手当の額を合計したものです。

地域手当の状況：❖地域手当は、平成 21 年度から廃止しています。
休暇の種類：❖年次有給休暇❖育児休業および部分休業❖病気休暇❖特別休暇（出産や忌引など）❖介護休暇
職員の分限および懲戒処分の状況（24 年度）：❖分限処分…４人（病気休職など）❖懲戒処分…なし
職員の服務：地方公務員法において、職務に専念する義務や信用失墜行為の禁止、営利企業などへの従
事制限など服務上の規律を課しているほか、本市では職員の公務員倫理の確立及び保持のための事項を
条例において定めています。
職員の福祉及び利益の保護の状況：「舞鶴市職員共済組合」を組織し、慶弔費などは職員の掛け金のみで
実施。法に定める福利厚生事業は、交付金（公費）と職員の掛け金の割合を 1 対１で実施し、適正な事
業運営に努めています。

このほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当を支給。

人件費の状況（24 年度一般会計決算）

※１  人件費には一般職に支給される給与のほか、特別職に支給される報酬などを含みます。

住民基本台帳人口
（25年３月１日現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） ※１ 人件費率（Ｂ／Ａ）23 年度の人件費率

88,624 人 361 億 6,798 万円 5 億 3,668 万円 63 億 2,883 万円 17.5％ 17.9％

職員数（Ａ）  
給与費 １人当たり

給与費（Ｂ／ A）給料 職員手当  ※２ 期末・勤勉手当 計（Ｂ）
692 人 27 億 1,357 万円 5 億 4,317 万円 9 億 8,441 万円 42 億 4,115 万円 613 万円

区　分 舞鶴市 国

行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年
一般

行政職
大学卒 265,040 円 316,300 円 368,642 円
高校卒 216,500 円 269,600 円 324,600 円

ラスパイレス指数 参考値
109.3 101.0

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
行政職 334,775 円 407,270 円 42 歳 0 月

区分 舞鶴市 国
期
末
・
勤
勉
手
当

（24年度支給割合）
 期末 勤勉

（24年度支給割合）
 期末 勤勉

2.60 月分 1.35 月分 2.60 月分 1.35 月分

職制上の段階、職務の
級等による加算措置 有 職制上の段階、職務の

級等による加算措置 有

24 年度
支給総額 2 億 7,762 万円
職員１人当たり支給年額          51 万円

23 年度
支給総額 2 億 7,087 万円
職員１人当たり支給年額          50 万円

部門
職員数 対前年

増減数24 年 25 年
一般行政 515 人 514 人 △ 1 人 　

特別行政 177 人 177 人 ０人 　

公営企業等 178 人 171 人 △７人 　

合計 870 人 862 人 △８人 　

区分 給与月額等

給
料

市長
副市長

 1,020,000 円（918,000 円）
    840,000 円（756,000 円）
※現在、給料額の 10％の減額措置を
講じており、（　）内は減額後の額

報
酬

議長
副議長
議員

570,000 円
480,000 円
440,000 円

期
末
手
当

市長
副市長
議長
副議長
議員

（平成 24 年度支給割合）
2.95 月分

退
職
手
当

算定方式 支給時期
市長
副市長

給料月額×勤続年数× 100 分の 550
給料月額×勤続年数× 100 分の 367

（注）給料月額は減額後の額
任期ごと

任免の状況

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

採用
平成 25 年４月１日付

退職
平成 25 年 3 月 31 日付

32 人 40 人

人事行政の運営状況をお知らせします
職員の給与や勤務条件など

　人事行政の透明性を高め、市政を一層ご理解いただくため、市職員の給与や定員、勤務条件などの主な状況をお
知らせします。詳細は、市役所本館３階の情報公開コーナーで閲覧できるほか、市ホームページにも掲載しています。 
　なお、ここでお知らせする給与は、税金や各種保険料などを差し引く前の金額で、いわゆる「手取り額」ではあ
りません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶詳しくは、職員課（☎ 66・1043）へ。

※参考値は、国家公務員の給与改定特例法による時限的
な措置がないとした場合の値です。

区分 舞鶴市 国
退
職
手
当
（
25
年
度
支
給
割
合
）

 （支給率） 
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

自己都合
23.03 月分
32.83 月分
46.55 月分
55.86 月分

勧奨・定年
28.7875 月分
  38.955 月分
    55.86 月分
    55.86 月分

 （支給率） 
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

自己都合
23.03 月分
32.83 月分
46.55 月分
55.86 月分

勧奨・定年
28.7875 月分
  38.955 月分
    55.86 月分
    55.86 月分

加算措置 定年前早期退職特別措置
（２～ 20％加算） 加算措置 定年前早期退職特別措置

（３～ 45％加算）

調整額  在職期間中の職務の級に
 応じ加算 調整額  在職期間中の職務の級に

 応じ加算
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▪舞鶴市中小企業災害復旧事業費補助金
　府が実施する「中小企業等生産設備再建支援事
業」の上限を超える部分を追加補助

【対象】❖台風 18 号により被災した事業所を市内に有す
る中小企業など❖平成 16 年の台風 23 号の被災事業所
❖事業再開後の正規雇用者の人数が被災前と同数以上
▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）

▪舞鶴市中小企業災害特別利子補給
　市の中小企業融資制度に係る既往借入金の償還金
に係る利子補給金を交付

【対象】台風 18 号で被災し、事業活動に影響を受けた中
小企業者で、次のいずれかの融資を受けているもの
❖舞鶴市中小企業資金融資（マル舞）
❖中小企業経営改善特別融資（舞十年）
❖中小企業地球環境対策特別融資（舞グリーン）
❖中小企業経営安定化融資（舞ワン）
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）

▪舞鶴市中小企業災害特別融資制度
【対象】 台風 18 号で被災し、事業活動に影響を受け
た中小企業者

▪漁業災害復旧支援事業費補助
【対象】平成 16 年の台風 23 号により被害を受けた
漁業者で、今回再び台風 18 号の被害を受け、その
額が 100 万円を超える定置網漁業者。
▶詳しくは、水産課（☎ 66・1020）

▪農作物生産確保緊急対策事業費補助
　冠水被害などを受けた農作物に対する緊急的な病
害防除や今後の生産確保ための土壌改良資材などに
要する経費を補助
▪農村復興地域づくり事業費補助
　大半の農地が冠水するなど甚大な被害を受けた集落
が行う営農・地域づくり事業に対し、上限補助額を設
け補助（上限 200 ～ 500 万円）
▪地域活動支援事業費
　自治会などで自ら農道や林道の補修などを実施す
る際に砕石や間伐材を支給
▪土地改良・林道改良・治山事業費補助金
　国の災害復旧事業の対象とならない自治会などが実
施する農地・農業用施設・林道などの小規模な災害復
旧工事や治山工事への補助率を４分の３に引き上げ

【対象】30 万円以上
▪農業設備再建支援事業費補助
　販売作物用パイプハウスや茶園被覆棚の再建・修
理・処分費用を補助。補助率は２分の１

【対象】被害の程度が 30㌫以上
▪万願寺甘とうハウス再建支援事業費補助
　万願寺甘とうパイプハウスの再建・修理・処分費
用を補助。補助率は 10 分の 6.5

【対象】被害の程度が 30㌫以上
▪有害鳥獣侵入防止柵復旧支援事業費補助
　被災した有害鳥獣防護柵（電気柵・溶接金網柵）
の資材費及び損壊した防護柵の処分費を支援

【対象】国・府の補助金などの事業により農事組合
などが設置した有害鳥獣防護柵
▪農機具等農業設備復旧支援事業費補助
　農業用機械や農業用倉庫、出荷用水没米の被害、有料ごみの
処分費用を補助。合計事業費が 30 万円以上のもの（上限 200
万円）
▶詳しくは、農林課（☎ 66・1023）へ。

▪被災住宅の再建を支援
《被災者生活再建支援法による支援》
【対象】❖住宅が全壊した世帯❖住宅が半壊し、倒
壊防止などのやむを得ない理由により住宅を解体し
た世帯❖住宅が半壊し、大規模な補修を行わなけれ
ば居住することが困難な世帯（大規模半壊世帯）
▶詳しくは、保健福祉企画課（☎ 66・1011）

《被災者生活再建支援法による支援とは別に市と府が独自の支援》
～ 相談受付窓口を開設しています ～

【場所】❖市役所 建築住宅課
❖西支所内相談窓口
❖加佐公民館内相談窓口

【時間】月～金曜日の９時～ 17 時（祝日除く）
▶詳しくは、建築住宅課（☎ 66・1050）

台風 18 号被災者生活支援情報

10 月 16 日に新聞折り込みでお知らせした制度を抜粋して掲載

台風 18 号被災者生活支援相談窓口の閉鎖について

　市では、被災された市民の皆様が一日も早く生活を再建できるよう、９月 30 日から「台風 18 号被災者生活支援相談
窓口」を開設し、情報提供や相談業務に努めてまいりましたが、10 月 31 日をもって閉鎖しました。
　今後は、各担当部署にて対応させていただきます。支援策別に記載しておりますお問い合わせ先へご連絡ください。

▪災害援護資金貸付金（災害救助法による支援）
【対象】①住居が半壊相当以上の損害を受けた世帯
②住居の損害はないが、家財が損害を受けた世帯

【請求期限】平成 25 年 12 月 27 日㈮
※連帯保証人が必要です。※有利子（後日、市が利子分を補給）。※

所得制限あり。※被災世帯の状況により、貸付限度額が異なります。

▶詳しくは、保健福祉企画課（☎ 66・1011）
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舞鶴高専との連携協定を締結
　10 月１日、市と舞鶴工業高等専門学校との間で、「包
括的な連携協力に関する協定」を締結しました。
　この協定は、同校が文部科学省の「地（知）の拠
点整備事業（大学 COC 事業）」の採択を受けたこと
を契機として、連携・協力した取り組みをさらに推
し進め、地域の活性化、課題の解決などを図るため
締結したものです。
　今年度においては、地域防災の強化や商店街活性化な
どの事業について連携協力するほか、再生可能エネル
ギーに関する調査研究を同校と進めていく予定です。

TOPICS

債権管理適正化
取り組みの成果 着実に

　市では、債権管理適正化に向けた取り組みを進
めています。平成 24 年度は、次長級職員による

「債権管理適正化推進会議」、担当職員による「債
権管理担当者会議」の２つの横断的組織を設置し、
債権管理事務の課題を洗い出し、その解決のため
の取り組みを行いました。

【主な取り組み】
❖舞鶴市債権管理条例の制定
❖債権管理マニュアル改訂版の作成
❖債権の棚卸の実施
❖徴収強化月間の設定
❖顧問弁護士などによる担当職員対象の研修会
❖債権担当各課の連携を推進する会議を開催
　その結果として、平成 24 年度決算時の舞鶴
市の債権未収金額は約 16 億 7,600 万円とな
り、前年度に比べ 5,500 万円減少させること
ができました。
　今後も市民負担の公平・公正を確保するた
め、適正な債権管理に努めます。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

海フェスタ京都
シンボルマークと標語を募集

　平成 26 年７月 19 日㈯～８月３日㈰、舞鶴
市を中心に府北部５市２町で開催する「海フェ
スタ京都」のシンボルマークと標語を募集しま
す。

【賞】
　最優秀賞（採用作品）の応募者にはそれぞれ
10 万円を進呈。（高校生以下の人の場合は相当
額の図書カード）

【応募方法】
　11 月 29 日㈮までに、所定の用紙（海フェス
タ京都推進本部事務局に備え付け。市ホームペ
ージからもダウンロード可）により郵送または
持参で同事務局へ。

【その他】
　高校生以下の人が応募する場合は保護者の了
承が必要

▶詳しくは、海フェスタ京都推進本部事務局（企
画政策課内、☎ 66・0028）か市ホームページで。

谷垣法務大臣と山田知事が被災地を視察
　９月 22 日、谷垣法務大臣と山田京都府知事が、
台風 18 号で被災した地区を視察しました。
　視察団はマナイ商店街、漁連付近、加佐地区など
を巡回。多々見市長や地元住民から被害の状況や復
旧作業の現状を説明。堤防工事の早期着手や生活再
建支援などを要望しました。
　谷垣大臣は、「状況はよくわかりました。要望を持
ちかえり最大限の支援を行いたい」と述べました。

▲協定書を手に握手する多々見市長と太田校長（右） ▲多々見市長から説明を受ける谷垣法務大臣（右）
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ま
い
づ
る
観
光

　
　
　
　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

　

本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
能
力
）
の
高

い
地
域
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
魅
力
を
戦
略
的
に
打
ち
出
し
、
効
果
的
に
情
報

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
「
舞
鶴
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
全
国
的
に
認
知
さ
れ
れ
ば
、
他
の
ま
ち
に

は
な
い
舞
鶴
の
強
み
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
本
市
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
と
な
り
「
住
ん
で

よ
し
、働
い
て
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
の
『
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
』」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
：
市
政
の「
今
」。
第
２
回
目
は
、観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

  

「
赤
れ
ん
が
」
と
「
海
・
港
」

ま
い
づ
る
観
光
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

市
で
は
、
舞
鶴
の
魅
力
あ
る
観

光
地
や
特
産
品
を
全
国
に
向
け
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、“
舞
鶴
フ
ァ
ン
”

を
増
や
す
こ
と
で
観
光
客
の
誘
致

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

数
あ
る
地
域
資
源
の
中
で
も
、
魅

力
の
高
い
「
赤
れ
ん
が
」
と
「
海
・

港
」
を
舞
鶴
の
シ
ン
ボ
ル
イ
メ
ー
ジ

着
地
型
観
光
の
推
進

　

近
年
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
す
る
中
、
従
来
の
物
見
遊
山
的
な

観
光
か
ら
本
物
志
向
と
な
り
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
や
体

験
型
の
観
光
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
設

立
さ
れ
た
「
ま
い
づ
る
広
域
観
光
公

社
」
や
今
年
一
般
社
団
法
人
と
な
っ

た「
舞
鶴
観
光
協
会
」と
連
携
し
、「
ま

い
づ
る
四
季
旅
」
な
ど
着
地
型
の
ツ

ア
ー
商
品
の
造
成
や
海
軍
ゆ
か
り

の
港
め
ぐ
り
遊
覧
船
な
ど
、
観
光
振

興
、
特
に
着
地
型
観
光
の
推
進
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
れ
る
人
が
快
適
に
市
内

観
光
を
楽
し
め
る
よ
う
周
遊
観
光

バ
ス
の
運
行
や
本
物
の
か
ま
ぼ
こ

板
を
使
用
し
た
市
内
周
遊
観
光
フ

リ
ー
パ
ス
「
か
ま
ぼ
こ
手
形
」
を
発

行
し
、
お
得
な
料
金
で
の
周
遊
観
光

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
全
体
の
お
も
て
な

し
力
を
高
め
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
観

光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
事
業

や
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
講
座
の
開

講
、
ツ
ア
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

な
ど
を
実
施
。
訪
れ
る
人
へ
の
心
を

込
め
た
お
も
て
な
し
の
充
実
、
観
光

人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

と
し
て
「
ま
い
づ
る
観
光
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
」
を
展
開
。「
舞
鶴
か
に
」「
舞

鶴
か
ま
ぼ
こ
」「
万
願
寺
甘
と
う
」「
佐

波
賀
だ
い
こ
ん
」
な
ど
舞
鶴
の
特
産

品
の
全
国
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

首
都
圏
や
京
阪
神
地
域
に
お
い
て
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
や
レ

ス
ト
ラ
ン
に
食
材
を
提
供
す
る
な

ど
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
実
施
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
の
観

光
入
込
客
数
は
１
６
１
万
人
（
前
年

度
１
４
１
万
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
舞
鶴
版
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
「
る
る
ぶ
舞
鶴
」
の
作

製
や
首
都
圏
で
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
な

ど
、
全
国
に
舞
鶴
の
魅
力
を
効
果
的

に
発
信
し
、
市
外
か
ら
の
観
光
誘
客

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲観光ナビゲーター講座で案内の仕方を学ぶ ▲舞鶴かまぼこ工房で“かまぼこの手作り体験” ▲海から眺める“海軍ゆかりの港めぐり遊覧船”

シ
リ
ー
ズ  

市
政
の
「
今
」  

第
２
回
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シリーズ：市政の「今」

▲赤れんがパークを拠点に情報発信

更
な
る
観
光
誘
客
に
向
け
て

　

平
成
26
年
度
に
京
都
縦
貫
自
動

車
道
と
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
が
全

線
開
通
す
る
予
定
で
あ
り
、
道
路

交
通
網
が
大
き
く
整
備
さ
れ
る
中
、

平
成
27
年
度
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ

ヤ
ー
と
し
て
「
赤
れ
ん
が
」
と
「
海
・

港
」、「
引
き
揚
げ
」
な
ど
を
中
心
に

積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
着

地
型
観
光
を
推
進
し
、
更
な
る
観

光
誘
客
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
高
い
経
済
効

果
を
生
み
出
し
、
今
後
、
観
光
産

業
が
本
市
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

へ
と
大
き
く
成
長
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
ま
ち
の
発
展
へ
と
つ

な
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

観
光
戦
略
拠
点

　
「
舞
鶴
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
」

　
文
化
の
創
造
や
市
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
、
昨
年
５
月
に
「
舞
鶴

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
」
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
。
往
時
の
姿
を
取
り
戻

し
た
「
赤
れ
ん
が
ロ
ー
ド
」
な
ど

見
ど
こ
ろ
が
満
載
で
す
。
パ
ー
ク

で
は
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
平
成

24
年
度
の
来
場
者
数
は
、
年
間
約

13
万
人
で
前
年
度
の
約
５
万
人
と

比
べ
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
」
を

本
市
に
お
け
る
集
客
交
流
の
観
光

戦
略
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
や
旅
雑
誌
な
ど
、
情
報

発
信
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
、
効
果
的
か
つ
戦
略
的
に
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
パ
ー
ク
の
魅
力

を
創
造
す
る
た
め
、
舞
鶴
ら
し
い

食
文
化
を
楽
し
め
る
ブ
リ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
ビ

ス
ト
ロ
ブ
リ
ッ
ク
事
業
や
５
号

棟
（
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）
を
活
用

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
を
始
め
と
す
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
な
ど
、
パ
ー
ク
の
集

客
力
を
高
め
る
取
り
組
み
に
よ

り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
し
て

い
き
ま
す
。

引
き
揚
げ
の
史
実
を
継
承

　
舞
鶴
引
揚
記
念
館
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
、
市
の
直
営
施
設
と
し

て
学
芸
員
を
配
置
し
、
引
き
揚
げ

や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
関
す
る
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
や
講
座
、
巡
回
展

な
ど
情
報
発
信
に
努
め
、
創
造
的

事
業
を
展
開
し
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
の
平
和
学
習
の
拠
点
と

し
て
、
教
育
旅
行
の
誘
致
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
外

の
学
校
か
ら
の
来
館
も
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
風
化
し
つ
つ
あ
る
引

き
揚
げ
の
史
実
を
後
世
に
継
承
し

平
和
の
尊
さ
を
広
く
世
界
に
発
信

す
る
た
め
、
引
き
揚
げ
に
関
す
る

資
料
の
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺

産
」
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
、
平

成
26
年
３
月
の
申
請
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
に
も
理
解
し
や
す
く
す
る

た
め
、
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や

資
料
の
保
存
環
境
の
整
備
な
ど
施

設
の
充
実
を
図
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
11
月
２
日
か
ら
、

東
地
区
の
８
か
所
の
ホ
テ
ル
よ
り

京
都
交
通
㈱
の
引
揚
記
念
館
行
き

朝
イ
チ
バ
ス
が
１
か
月
の
実
証
実

験
と
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
20
年
か
ら
13
年
間
に
わ
た

り
、
多
く
の
引
揚
者
を
心
づ
く
し

で
温
か
く
迎
え
た
舞
鶴
市
民
の
思

い
や
り
の
心
と
行
動
は
、
観
光
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
本
市
の
お

も
て
な
し
の
原
点
で
も
あ
り
、
大

事
に
し
た
い
ま
ち
の
歴
史
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

第２回
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わくわく消防フェスタ in 舞鶴
舞鶴消防創設 70周年記念事業

【日時】　11 月 10 日㈰ 10 時～ 15 時
【場所】　東消防署、しおじプラザ周辺
【内容】
❖展示コーナー…はしご車、消防車、救急車
❖体験コーナー…地震、クライミング、放水、救急、煙避難
❖試食コーナー…非常食、炊き出しコーナー（うどん、とん汁）
❖ステージ…白糸中吹奏楽部の演奏、KMC チアリー
ディングチーム GLORIOUS の演技など
※このほかにも楽しい催しや体験をご用意しています。

【その他】
　会場周辺には駐車場がありません。会場付近の市
営駐車場（有料）をご利用いただくか、公共交通機
関をご利用ください。天候やその他の理由により、
予定を変更する場合があります。
▶詳しくは、実行委員会（東消防署内、☎ 65・0119）

京
都
府
総
合
庁
舎
●

市民病院●

東消防署
まいづるベイプラザ●
（商工観光センター）

舞
鶴
警
察
署
東
分
署
●

赤
れ
ん
が
博
物
館
●

赤
れ
ん
が
倉
庫
群
●

27
●●●

●●●

●●●

●●●

●●● ●●● ●●●

●●● ●●●

●●●

●●●

《第2会場》
しおじプラザ

しおじプラザ

《メーン会場》
東消防署

北吸北吸 大門三条

市
役
所

《秋季火災予防運動》
【期間】11 月９日㈯～ 15 日㈮
　「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」を統一標
語に実施します。
　火災の発生と火災による死傷や財産の焼失を防
ぐため、住宅用火災警報器の設置や火の元の点検
を心掛けましょう。　　　　　　　　　《消防本部》

まいづる赤れんが地場産市場
食べる！ 買う！ 楽しむ！！

野菜や果物、海産物など、舞鶴の旬の食材が大集合。
ぜひお越しください。

【日時】11 月 17 日㈰ 10 時～ 15 時
【場所】赤れんがパーク内（メーン会場：赤れんが 5 号棟） 特産品が当たる「じゃんけん大会」（昨年の様子）

《舞鶴グルメ》
◎舞鶴おでん
◎海軍カレー
◎天然マガキ
▪ワンコインコーナー（100 円）
◎舞鶴かに コッペ汁（先着
500 食）◎舞鶴産小豆のぜんざ
い（先着 300 食）

地元の新鮮食材が集まります
❖地場野菜　 ❖舞鶴かに
❖天然マガキ ❖加工品
　　　　　　　　　　　など楽
買

◎ 14 時～
「舞鶴かに 」争奪お楽
しみ抽選会（会場内で
お買い上げ１回につき
抽選券１枚配布）

◎ 12 時からと 13 時からの２回
オススメ特産品が当たるじゃ
んけん大会
◎先着 300 人　地場産クイズラリー

食

▶詳しくは、（一社）舞
鶴 観 光 協 会（ ☎ 75・
8600）へ。

【位置図】

まいづるの「うまいもの」大集合！

R

R

R
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「時を翔けて 1300 年前へ」
郷土資料館企画展

【日時】11 月 1 日㈮～ 12 月 15 日㈰９時～ 17 時
【内容】和銅６年（713 年）に丹後国が建国されて
から 1300 年。墨書土器や木簡などの遺物や寺社に
まつわる伝説・伝承などから当時の舞鶴を顧みる。

【その他】休館日は 11 月 5 日㈫、6 日㈬、11 日㈪、
18 日㈪、25 日㈪、12 月 2 日㈪、9 日㈪

《講演会：古代丹後国の生産と物流‐遺跡遺物の調査から‐》
【日時】11 月 24 日㈰ 10 時～ 12 時
【場所】西公民館
【講師】京都府立大教授の菱田哲郎さん
【定員】先着 80 人
【申し込み方法】11 月 22 日㈮までに電話で。

▶詳しくは、郷土資料館（☎ 75・8836）へ。

「もったいない」ごみたち～身近なリデュースのヒント～

環境講演会

【日時】11 月 16 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
【場所】商工観光センター
【内容】「３Ｒ・低炭素社会検定」の事務局長を務め、
また、市民と環境・エネルギー問題にアクションを起
こす市民協働発電（びっくりエコ発電所）などで活躍
中の、京都大学環境科学センター助教の浅利美鈴さん
による講演。日々の生活の中で私たちにできる身近な
環境対策をやさしく解説。

【定員】先着 100 人
【主催】まいづる環境市民会議
【その他】無料。申し込み不要
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

▲まじないなどに使われたと考えら
れる「土馬」

▲浅利美鈴さん

丹後建国1300年記念事業

Maizuru Spirits ～舞鶴のおもてなし～
引揚記念館企画展

　国内で唯一、13 年間の長きにわたりおよそ 66 万人
もの引揚者を迎え入れたまち舞鶴。その間、市民は出
迎えや歓迎行事、湯茶の接待など、戦後の混乱期で自
分の生活もままならない中、それぞれの立場でできる
心づくしの温かいおもてなしで引揚者を迎えました。
　今回の企画展では、当時の写真やエピソード、また
体験者の手記などの展示をとおして、市民の果たした
役割や先人の思いやりと優しさを広く紹介します。

【日時】11 月３日㈷～来年１月 31 日㈮９時～ 17 時
【場所】引揚記念館
【入館料】300 円
▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

▲引揚者が故郷に帰る汽車に向かっ
て手を振る舞鶴市民

▲平桟橋歓迎塔

　11 月 10 日～ 12 月１日の日曜日、各公民館で「ふ
れあいサンデー」を開催。地域の皆さんが演芸など
を披露します。
　大浦会館・中総合会館では、公民館の講座の受講
生や地域の皆さんの絵画、書などの作品も展示。

ふれあいサンデー

【日時と会場】

日　時 会場・問い合わせ先

11 月 10 日 13 時から 城南会館（☎ 78・1800）

11 月 17 日

10 時から 南公民館（☎ 62・0288）

11 時から 大浦会館（☎ 68・2010）

12 時から 中総合会館
（中央公民館、☎ 62・0400）

12 時 30 分から 東公民館（☎ 62・1237）

12 月 １日 12 時 30 分から 市民会館
（西公民館、☎ 75・6501）

【ご注意】加佐公民館は台風の影響で中止になりました。

日頃の成果を披露

▲「加佐」の文字が見られる「木簡」
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リーディング産業チャレンジファンド
赤れんがパークで報告会

　意欲ある事業者の新たな挑戦を支援する「リーデ
ィング産業チャレンジファンド（補助金上限 1 千
万円）」の事例報告会を開催します。

【日時】11 月 17 日㈰ 11 時～ 12 時 30 分（展示は
15 時まで）

【場所】赤れんが５号棟（まいづる地場産市場会場内）
▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）へ。

赤れんが博物館市民講座

【日時】11 月 23 日㈷ 14 時～ 15 時 30 分
【場所】総合文化会館
【内容】赤れんが博物館顧問の水野信太郎・北翔大教授
による講演「新・日本建築シリーズ『世界に誇る日本
固有の建築物』」

【申し込み方法】前日までに電話で赤れんが博物館（☎
66・1095）へ。

赤れんが博物館　入館無料日

　赤れんが博物館が開館 20 周年。これを記念して 11
月４日（月＝振替休日）は入館無料とします。
▶詳しくは、赤れんが博物館（☎ 66・1095）へ。

11月6日、ついにズワイガニ漁解禁！！

映画「毎日がアルツハイマー」を上映

　認知症について理解を深めていただくため、映画
上映会を開催します。

【日時】11 月 23 日㈷ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
【場所】商工観光センター
【内容】認知症の母と向き合う娘の笑いと感動の物語
【その他】入場無料。申し込み不要。脳の健康チェ
ックの講話もあり。

「舞鶴かに マップ」で食って買って楽しんで

　11 月６日㈬、日本海のズワイガニ漁が解禁。
これに合わせ「舞鶴かに 」を食べたり、買っ
たりできるお店を紹介する「舞鶴かに マップ」
を作製。まいづる観光ステーションや JR 東舞
鶴駅観光案内所、赤れんがパークのほか市内外
の「道の駅」などに配置しています。
▶詳しくは、舞鶴かに ＰＲキャンペーン協議
会（舞鶴観光協会内、☎ 75・8600）へ。

R

R

R

R

▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1012）へ。

市民病院の看護職員の採用試験

【日時】　12 月 22 日㈰９時から
【場所】　市立舞鶴市民病院
【募集内容】　下表のとおり
【受付期間】　12 月６日㈮まで
※土・日曜日は除く。郵送の場合は、12 月６日 17 時 15 分
までに到着したものに限る。

【申し込み方法】
　申込書（市民病院総務課で配布。同院ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項を記入し市民病
院総務課へ。※詳細は実施要項でご確認を。

▶詳しくは、市民病院総務課（☎ 62・2630）へ。

職種 採用
予定人数 受験資格 試験内容

看護師
または
准看護師

若干名

昭和 48 年４月２日か
ら平成６年４月１日
までに生まれた方で、
看護師資格を有する
方又は平成 26 年３月
末日までに資格取得
見込みの方 【作文】

　課題を与える
【面接】

昭和 48 年４月２日か
ら平成６年４月１日
までに生まれた方で、
准看護師資格を有す
る方又は平成 26 年３
月末日までに資格取
得見込みの方で、高
等学校卒業資格以上
の方
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緑の募金による地域緑化事業 申請受付中（第２次募集 )

　緑を大切にする心を育むため、市内において植樹
活動や森林整備、緑化に関するさまざまな研究・啓
発活動を行う団体に活動経費の一部を助成。

【対象要件】❖市内に住所を有する❖複数の構成員か
らなり、自主的組織的な活動ができる❖植樹活動や森
林整備については、継続して適切な維持管理ができる
❖活動する土地の所有者か管理者の承諾を得ている

【助成金額（上限額）】1 団体 15 万円（ただし２次募
集であるため応募状況によっては交付金額が減額にな
ることがあります。）

【申し込み方法】12 月 27 日㈮までに所定の用紙（農林課
に備え付け。市ホームページからダウンロード可）で同課へ。
▶詳しくは、市緑化推進委員会事務局（農林課内、
☎ 66・1023）へ。

住生活総合調査にご協力を

　12 月１日㈰を調査期日として、「住生活総合調査」
が全国一斉に行われます。調査対象となった世帯に
は、11 月 21 日㈭～ 12 月 10 日㈫の間、調査員が
訪問します。ご協力をお願いします。
▶詳しくは、建築住宅課（☎ 66・1050）へ。

市役所における今夏の節電実績について

年末調整説明会

【日時】11 月 26 日㈫ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
【場所】総合文化会館
【対象】市内在住の個人や市内の法人、支店法人、官公庁
▶詳しくは、舞鶴税務署（☎ 75・0804）へ。

よろず相談・生活資金の貸付

【日時・場所】❖ 11 月 19 日㈫…西総合会館。❖ 11
月 22 日㈮…市役所別館　いずれも９時～ 16 時

【内容】❖生活相談…失業や病気、事故などで生活が
不安定となった世帯が対象
❖生活資金の貸付…緊急かつ一時的な生活資金の貸付

（1 世帯限度額 10 万円）
【その他】世帯の収入額により貸付できない場合あ
り。印鑑と世帯全員の収入がわかるものが必要。
▶詳しくは、保健福祉企画課（☎ 66・1011）へ。

　ヤフー㈱のインターネット公有財産売却システムに
より財産を売却します。

【土地の種別】
❖宅地…市内字朝来中小字八田 170 番 38、313.75 平方㍍
❖宅地…市内市場小字市場 288 番１、952.44 平方㍍
❖宅地…市内字森小字峠 39 番５他４筆、492.15 平方㍍

【申込期間】11 月 13 日㈬ 14 時まで
【入札期間】11 月 27 日㈬ 13 時～ 12 月４日㈬ 13 時まで
【入札方式】入札可能回数は 1 回のみ
【申し込み方法】市ホームページかヤフー㈱の官公庁オ
ークションのページで。
▶詳しくは、管財契約課（☎ 66・1045）へ。

インターネットで市有地を売却

緊急地震速報伝達訓練を実施

　市では、「緊急地震速報伝達訓練」を実施し
ます。今回の訓練は全国一斉に行われるもの
で、国から J

ジ ェ イ ア ラ ー ト

-ALERT（全国瞬時警報システム）
を通じて送られてくる緊急地震速報を、「防災
行政無線」や「まいづるメール配信サービス」
を用いて市民の皆さんにお知らせするもので
す。ご理解とご協力をお願いします。

【日時】11 月 29 日㈮ 10 時 15 分ごろ
【伝達方法】
❖防災行政無線による放送
❖まいづるメール配信サービスによるメール配信
▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

　市役所では、今夏の節電対策として、室温の 28℃設
定や照明の間引き点灯、ピークシフトなどに積極的に
取り組みました。その結果、節電対策期間（７月１日
～９月 30 日）における本庁舎での使用最大電力の実績
は平成 22 年度同期比で 20.1㌫削減となり、削減目標
15㌫を上回りました。今後も節電対策の取り組みを継
続していきます。　　　　　　　　　　　　《生活環境課》

「のれん」と「花灯籠」でまちを演出

　えびす市に併せて、丹波通りの町並みを「のれん」
と「花灯籠」で演出
❖のれんの掲出…11 月 17 日㈰～ 24 日㈰
❖花灯籠のライトアップ…11 月 23
日㈷～ 24 日、17 時～ 20 時

【場所】恵比寿神社周辺
《花灯籠を貸し出し》
　自治会や市民団体などが主催する
催しなどで使用する場合は、花灯籠
を無料で貸し出します。
▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1048）へ。

▲昨年の様子
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　　身体への直接的な暴力がなくても DV でしょうか？ 
　　暴力の形態は、身体的暴力だけではありません。 
　ＤＶと聞くと「殴る」「蹴る」といった身体に対する暴力行
為を思い浮かべるかもしれません。しかし、心ない言動や態
度で心を傷つける「精神的暴力」や「性的な暴力」もＤＶで、
周りからは発見されにくく潜在化する恐れがあります。

●Q

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など親密な関係にある者から振るわれる
暴力をいいます。被害者の多くは女性です。特に、交際中の男女間で起こるＤＶを「デートＤＶ」と呼
びます。相手を束縛したり、支配したりすることはＤＶにもつながり、相手を傷つけることになります .
　ＤＶの目的は、暴力そのものではなく、親密な相手を支配し、コントロールすることです。暴力は繰
り返され、だんだんエスカレートしていきます。そして、被害者は恐怖と無力感から逃げられなくなり
ます。 暴力は決して許されるものではなく重大な人権侵害であり犯罪となる行為です。

配偶者やパートナーからの暴力に悩んでいませんか？ 毎年 11 月 12 日から 25 日までの 2 週間は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

【日時】平成 25 年 11 月 14 日㈭ 13 時～ 15 時
【会場】フレアス舞鶴（中総合会館５階）
【その他】託児あり（有料）
【申し込み方法】11 月 12 日㈫までに電話で人権啓発推
進室（☎ 66・1022）へ。

【お知らせ】DV 啓発セミナーを開催します

　「女性に対する暴力をなくす運動」期間中に、ＤＶ
に関する相談窓口を開設します。お気軽にご相談く
ださい。
◎特設女性電話相談 

【日時】11 月 12 日㈫・15 日㈮・18 日㈪ 
10 時～ 16 時 （専用電話、65・0056） 
◎女性面接相談（男性の面接相談も受け付けます） 

【日時】11 月 13 日㈬ 11 時～ 14 時 10 分 
【場所】フレアス舞鶴（中総合会館 5 階） 
【申し込み方法】前日までに電話で人権啓発推進室へ。

DV を理解するための Q ＆ A

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

　家庭内での暴力は他人には相談しにくいものです。
自分ひとりで解決しようと思い悩んでいませんか？ 相
談にあたってはプライバシーに配慮し、秘密は厳守し
ます。一人で抱え込まないで、まずはご相談ください。 
◎京都府家庭支援総合センター
ＤＶ相談専用電話 ( 075・531・9910)
毎日、９時～ 20 時まで 
◎京都府北部家庭支援センター
ＤＶ相談専用電話 （ 0773・22・9911）
月～金、９時～ 17 時まで（祝日、年末年始を除く） 
◎舞鶴市人権啓発推進室

（☎ 66・1022（直通））
月～金、８時 30 分～ 17 時 15 分まで（祝日、年末年始を除く） 
◎女性の人権ホットライン

（☎ 0570・070・810） 
月～金、８時30分～17時15分（祝日、年末年始を除く、
12 時～ 13 時は休み）

命の危険を感じたら迷わず 110 番！

▶詳しくは、人権啓発推進室（☎ 66・1022）へ。

広げよう人権の輪
　　DV 特集

身体的暴力
●殴る、蹴る
●物を投げつける、髪を引っ張る
●刃物などを突きつける

精神的暴力
●大声で怒鳴ったり、おどしたりする
●人前で侮辱的、差別的発言をする
●無視する

性的暴力
●性的行為を強要する
●避妊に協力しない
●見たくないポルノビデオや雑誌を見せる

経済的暴力 ●生活費を渡さない、お金を取り上げる
●就職や仕事を続けることを妨害する

社会的暴力 ●交友関係や電話を細かく監視する
●外部との接触を制限する

子どもを
利用した暴力

●子どもの前で暴力を振るう
●子どもに危害を加えるとおどす

　　暴力を振るう人は特別な人ですか？ 
　　加害者は特別な人ではありません。 
　暴力を振るう人の年齢、学歴、職業などに一定の傾向はあ
りません。職場や地域では、穏やかで真面目と思われている
人が実は家庭で暴力を振るっている場合もあります。 

　　なぜ被害者は逃げないのですか？ 
　　「逃げない」「逃げられない」背景にはさまざまな問題が
存在します。

●A

一人で悩まず相談してください

フレアス舞鶴でも DV 相談を実施

●Q

●Q

●A

●A
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　20 世紀に科学が急速に進歩し日本人は大きな利便性
を享受しました。自家用車、高速道路、新幹線などの
移動手段、テレビ､ 冷蔵庫、エアコンなどの電化製品、
さらに携帯電話､ インターネットなどに代表される通
信機器や 24 時間営業のコンビニ、ネットショッピン
グなどが、日常生活で当たり前のように利用されてい
ます。
　現代は私が子どもの頃にはとても想像すらできな
かった便利な社会ですが、一方で、多くの大切な物を
失ってきたと思っています。便利社会では人に頼らな
くとも自力で生活できるため、マイペースで協調性に
乏しい社会になって来ていると感じています。子ども
と親との絆すらも希薄になっており、ましてや友達や
近所付き合いを嫌う傾向がますます強くなっています。
　こんなに利便性の高い日本なのに 2013 年度の国連
世界幸福度レポートでは 43 位で、利便性だけでは人
は幸せになれないことは明らかです。利便性は心の豊
さや「ゆとり」の醸成につながらないと考えられます。
　近年、不便益なる造語が現れましたが、不便益の研
究が、人と人との絆の強化や幸福の価値観を見直す機
会になるのではと思っています。

　ドクターＴのひとりごと
　　その⑯「 不便益 」

▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

 ごみブクロウの
 『エコな生活ホーホー』教えます！

（ 方 法 ）

　11 月 17 日㈰ 10 時から、リサイクルプラザでおも
ちゃ病院をやるよ！受け付けは 13 時まで。壊れたま
まになっているおもちゃを持ってきてね！
主催：まいづる環境市民会議循環型プロジェクトチーム

※故障の状態やおもちゃの種類（精密機器など）によっては、修理
できない場合があります。
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「引き揚げ」の記憶を次世代へ

　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き
揚げやシベリア抑留などに関する約 1 万２千点の
資料の中から、今回は「手作りのメモ帳」を紹介し
ます。
　
　手作りのメモ帳は、工場の労働に従事していたシ
ベリア抑留者がダンボールの箱や包装紙などを集め
て作ったものが多く見られます。
　メモ帳の内容は、日誌的なものや雑記的なもの、
ロシア語の単語を記したものなどがあります。
　その中で、多くみられるのは、収容所で労苦を共
にした戦友の氏名や日本の住所を記したものです。
その目的は、生きて祖国の地を踏んだものがシベリ
アに残された戦友の安否を日本の家族に知らせるこ
とでした。
　しかし、そうした文字の記録は収容所での持ち物
検査や出港地で没収されることが多く、日本に持ち
帰ることは大変困難でした。
　そのような状況下で何とか没収を免れるため、メ
モ帳の多くは手のひらに乗るほど小さく作られたも ▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

のが多く、必死の思いで靴の中に隠したり、衣服に
縫い込むなどして持ち帰り、戦友の安否を知らせる
ことができたことも少なくなかったのです。
　戦友との約束を果たせたときの安堵の感や「先に
帰って来た」という後ろめたさ、そして、戦友が無
事に祖国の地を踏むことを願い、再び生きて会いた
いという思いなど、さまざまな感情が湧きおこり複
雑な気持ちであったことが体験記などに記されてい
ます。
　小さな手作りのメモ帳には、シベリア抑留という
大きな歴史の記憶と多くの抑留者の思いが詰め込ま
れているのです。

▲手作りのメモ帳 ▲薬を包んだ紙を集めて作っ
たメモ帳

先着 30 人
1 人 1 点まで

プラザの
フリマも
同時開催

※リサイクルプラザのフリーマーケットは 10 時～ 12 時開催
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▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　長さの単位メートルはどのよ
うに決められている？時計が 60
進法なのはなぜ？食べ物のエネ
ルギーを表わすカロリーとは？
広く使われている単位と記号に
ついて、成り立ちや意味をわか
りやすく解説。　　　　　　（東）

単位と記号
白鳥敬

世界がもし 100 億人になったなら
スティーブン・エモット

　いずれは 100 億人に達する見
込みの地球の人口。食料、水、
エネルギー、気温…。このまま
人口が増え続けたら、地球環境
はどうなるのか。イギリスの科
学者がその因果関係を指摘し、
危機を警告する。　　　　　（西）

図書館だより
　　　　　　～ 今月のおすすめ本 ～

防災ひとくちメモ
～ 風水害時の避難のポイント ～

　９月中旬、舞鶴市に甚大な被害をもたらした台風 18
号の対応として市内全域に避難情報を発表しましたが、
夜間であったこと、また、市内全域で河川の氾濫や土
砂災害の恐れがあったことから、「避難所への避難が危
険な場合は、自宅の２階などへの避難を」と呼び掛け
ました。
　避難情報が発表された場合でも、そのときの状況に応
じて各自で判断して命を守る行動を取ってください。

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

①基本は、避難所への早めの避難
②避難所への避難が危険な場合

　❖自宅にとどまる（垂直避難）

　❖隣近所や集会所など安全な場所へ避難
( 川沿いや山際などでは家の２階など比較的安全な場所にとどまる )

( 日ごろから河川の氾濫や土砂災害などの危険性が低い場所を確認 )

【風水害時の避難のポイント】

( 夜間や河川の氾濫、土砂災害の恐れがある場合 )

旅の途中　舞鶴に舞い降りた夢

02

01

01. フジバカマを植える（８月５日）02. アサギマダラが飛来（10 月７日）

　10 月７日、城北中学校の生徒の皆さんが市役所の庭
に作ったフジバカマの花壇に、アサギマダラが飛来しま
した。アサギマダラは、２千㌔㍍以上の渡

・

り
・

をすること
もあり、フジバカマを好むことで知られています。
　このチョウを呼び寄せようという活動は、地域の皆さ
んと同校の生徒が同じ夢（目標）を持ち、共に汗を流し
て喜びを分かち合う「夢プロジェクト」の一つとして平
成 23 年度から実施されています。
　今年も「夢」は叶い、アサギマダラが同校や市内のフ
ジバカマの花壇で見られました。
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　10 月 20 日、「舞鶴赤れんがハーフマラソン」が市制施行
70 周年記念事業として開催されました。
　北は北海道から南は九州までの日本各地から集ったラン
ナー 2,098 人が、舞鶴ならではのコースを爽やかに駆け抜け
ました。赤れんが倉庫や普段は走ることのできない自衛隊基
地内の景色などを楽しみながら走るランナーも多く、この日
だけの特別な時間を満喫していました。
　また、沿道からはたくさんの市民の温かい声援が響き、吹
奏楽や和太鼓の演奏でランナーを応援する姿もみられました。
　この日、協力いただいたボランティアスタッフは約 500 人。
舞鶴市民の「おもてなし」で、ランナーの皆さんの記憶に残
るイベントとなったのではないでしょうか。

全国からのランナー 2,098 人が舞鶴を駆け抜ける
市制施行 70 周年記念　舞鶴赤れんがハーフマラソン

01. いっせいにスタート　02. 赤れんが倉庫を横目に　03. 護衛艦
のすぐそばを　04. 舞鶴航空基地内を走る　05. ゲストランナーの
市橋有里さん（右）06. ペアの部で親子づれも走る　07. スタート
直後のステージ前  08. 城南中吹奏楽部による応援演奏　09. ボラ
ンティアスタッフも頑張る　10. ＥＶスポーツカー「トミーカイ
ラ ZZ-EV」が先導　11. 総合１位でゴールした石橋創さん

01

02

1110

08

07

06

050403

09
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◎ 教室・相談

◎ 健康診査・予防接種
対象 内容 その他

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など 　該当者には通知。対象などは同センターか市ホームペー

ジでご確認を。転入や紛失などで予診票がない人は、同セ
ンターへ連絡を。

《子宮頸がん予防ワクチンの接種》
　国の通知により現在、積極的にお勧めしていません。
　ただし、有効性とリスクを理解した上で接種することは
できます。

予防接種
（協力医療機関

で個別接種）

乳幼児
❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期  ❖ＢＣＧ
❖麻しん風しん１期・２期　❖日本脳炎１期
❖三種混合１期　❖不活化ポリオ　

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

レディース30 市内に住民登録のあ
る 30 ～ 39 歳の女性

❖問診　❖身体計測　❖尿検査　❖血圧測定
❖血液検査　❖診察 料金は 500 円。申し込みは電話か市ホームページで。

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

離乳食教室 ６～８か月児の保護者 11 月８日㈮
14 時～ 15 時 30 分 離乳食開始後の話と試食 先着 15 人 無料 受付中

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 22 年 11 月 26 日～
23 年５月 11 日生まれ 11 月 14 日㈭

９時～ 11 時 15 分
❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着 20 人

300 円

11 月５日㈫から
電話で

２歳児 平成 23 年６月４日～
11 月４日生まれ 先着 30 人

２歳６
か月児

平成 22 年 12 月 18 日～
23 年６月３日生まれ 11 月 28 日㈭

９時～ 11 時 15 分

先着 20 人
11 月 18 日㈪から
電話で

２歳児 平成 23 年６月 22 日～
11 月 17 日生まれ 先着 30 人

健やか育児相談 乳幼児の保護者 11 月 18 日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測　など

なし 無料 不要

心の健康相談室 市内在住の人 11 月 25 日㈪
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関係、
仕事のストレスなど 先着３人 無料 11 月５日～ 22 日㈮

に電話で

11 月のカレンダー

日 診療時間 当番病院
      ３日 ㈷

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

      ４日 ㈪
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

    10 日 ㈰

 17 日 ㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 23 日 ㈷
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 24 日 ㈰

12 月１日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
      ２日 ㈯ 開業医の診療終了後

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
      ３日 ㈷ ９時から

      ４日 ㈪ ９時から

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）      ９日 ㈯ 開業医の診療終了後

    10 日 ㈰ ９時から

 16 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 17 日 ㈰ ９時から

 23 日 ㈷ ９時から
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 24 日 ㈰ ９時から

 30 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

12 月１日㈰ ９時から

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、軽症
などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日の診療時間
内にかかりつけ医での受診をお願いします。

休日の小児科一次診療

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎ 75・2250）へ。

当番会社
㈱舞設 （☎ 62・0253）

水道修理

種　類 納期限
　固定資産税 （３期）

12 月２日（月）
　後期高齢者医療保険料 （５期）

　国民健康保険料
（６期）

　介護保険料

納　　期

休日・土曜日の救急・急病診療

※骨髄バンクドナー登録会を同時開催。

日 受付時間 会場

27 日㈬ ９時 30 分～ 11 時 30 分
12 時 30 分～ 15 時 30 分

フクヤ白鳥店
（400㍉㍑のみ）

献血の日程

日 収集
可燃ごみ 不燃ごみ

４日（月＝振替休日） 休 ○
( 第１月曜日が収集の地域 )

23 日（土＝勤労感謝の日） 休 休

祝日のごみ収集
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【注意】風邪などが流行する季節です。集団感染の予防のため、お子さんやご自身の体温と体調を確認してからお越しください。
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　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センターへ。
協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

11 月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

日時 内容 講師

11 月 23 日㈷
13 時 30 分～ 16 時

【講義】女性のメンタルヘルス
～ライフサイクルの中でのス
トレスをうまく乗り越える～

立命館大講師
　内藤みちよさん

12 月 14 日㈯
13 時 30 分～ 15 時 30 分

【実技】体を通して心を整える
～女性のためのヨーガ療法～

スタジオ PEP
ヨーガ療法士
　小牧理絵子さん

12 月７日㈯
13 時 30 分～ 16 時

【講義】ひきこもりを支援する
～発達障害を中心に～

認定 NPO 法人ノン
ラベル 理事長
　田井みゆきさん

来年１月 25 日㈯
13 時 30 分～ 15 時 30 分

【実技】気功
～呼吸法と簡単な体の動きを組
み合わせて気の流れを整える～

スタジオ PEP
健康運動指導士
　堀江智美さん

【日時・内容】下記のとおり
【場所】中総合会館
【その他】無料。申し込み不要。シリーズ１は託児
あり（予約が必要）

『 糖・尿・病 』を正しく理解

　糖尿病の予防と生活習慣を見直すきっかけ
として「糖尿病講演会」を実施します。

【日時】11 月９日㈯ 12 時 30 分～ 15 時 30 分
【内容】
《講演会（14 時から）》
　❖四方泰史・あいおい橋四方クリニック院長
　　による講演「糖尿病と生きる」
　❖藤村保夫・舞鶴共済病院薬剤科部長による
　　講演「進歩する糖尿病治療薬のあれこれ」

《医療・歯科相談（13 時～ 14 時）》
　❖澤田信・澤田医院院長による医療相談
　❖衣川慶紀・衣川歯科医院院長による歯科相談
　❖栄養や薬に関する相談

《展示・健康チェックコーナー》
　❖血糖値・血圧・体脂肪率・血管年齢測定
　❖ストレスチェック・運動体験　など
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　11 月８日は「いい歯の日」。歯と口の健康を保つ
ためには、丁寧な歯磨きや歯科医院での定期的な口
のメンテナンスが重要です。日ごろ見ることの少な
い口の中を、この機会にチェックしてみませんか。

《歯周病が急増中》

　40 歳以上の人で歯周病にかかる人が急増してい
ます。歯だけではなく歯ぐきの状態にも注意し、次
の項目をチェックしてみましょう。1 つでも当ては
まるときは、早めの治療をお勧めします。
　❖歯ぐきが腫れる
　❖歯ぐきが赤くなっている
　❖歯磨きのときに血が出る

《歯周病と糖尿病の関連性に注目》

　歯周病は、糖尿病などの生活習慣病と深い関わり
があることが最近の研究で分かってきました。特に、
糖尿病は、歯周病の進行を早め重症化させます。
　逆に歯周病を予防すると、糖尿病の進行も抑えら
れることにもなります。歯と身体の健康のためにも、
まず歯と歯ぐきのチェックをしてみましょう。

健康は口から ～ 11 月８日は「いい歯の日」～
健康は口から ～ 11 月８日は「いい歯の日」～

心の健康講座を開催ノロウイルスにご用心

　ノロウイルスによる食中毒は、11 月～３月に多く
発生しています。感染すると、嘔

お う と

吐・下痢・発熱・
腹痛などの症状を引き起こし、重症化する場合もあ
ります。「つけない」「増やさない」「やっつける」の
食中毒予防の３原則を徹底し感染を予防しましょう。

《主な感染源》

　❖加熱不十分な２枚貝
　❖感染者からの２次感染

《予防方法》

　❖手洗いとうがい
　❖食品の加熱（中心温度 85 度以上で１分間以上）
　❖調理器具の熱湯消毒

シ
リ
ー
ズ
１

シ
リ
ー
ズ
２
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●
11
月
２
日
㈯
●
八
島
商
店
街
一
帯

●
漁
師
鍋
の
振
る
舞
い
や
水
産
加
工
品
の

販
売
な
ど

●
東
舞
鶴
商
店
街
連
盟
（
☎
64
・
４
８
４
４
）

漁
師
祭
り

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

event

催
し

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

●
・
●
❖
11
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰
９
時
～
20

時
…
さ
と
う
バ
ザ
ー
ル
タ
ウ
ン
舞
鶴
店
❖
11

月
15
日
㈮
～
17
日
㈰
10
時
～
20
時
…
ら
ぽ
ー
る

●
小
学
生
の
作
品
約
１
８
０
点
を
展
示

●
舞
鶴
税
務
署
（
☎
75
・
０
８
０
１
）

税
に
関
す
る
書
道
展

●
11
月
12
日
㈫
12
時
10
分
～
12
時
50
分

●
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
●
ソ
プ
ラ
ノ
（
声

楽
）
の
後
野
紗
織
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
奏
者
の

西
岡
未
来
さ
ん
が
出
演

●
文
化
振
興
課
（
☎
66
・
１
０
１
９
）

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
11
月
10
日
㈰
14
時
～
16
時
●
府
漁
協
舞
鶴

支
所
●
サ
ザ
エ
や
イ
ワ
ガ
キ
、
ア
サ
リ
な
ど

●
青
年
漁
業
者
有
志
の
会
の
濱
内
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
３
６
７
４
・
１
８
７
０
）

「
昼
市
」
新
鮮
な
魚
介
類
を
直
販

●
11
月
22
日
㈮
13
時
～
15
時
●
中
総
合
会
館

●
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
の
徳
廣
三
木
子
さ

ん
に
よ
る
ミ
ニ
講
座
「
私
の
介
護
体
験
」
な
ど

●
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

●
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
２
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

身
体
障
害
者
福
祉
大
会

●
11
月
17
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
40
分

●
舞
鶴
勤
労
者
福
祉
会
館
●
表
彰
や
体
験

発
表
、
講
演
な
ど
●
実
行
委
員
会
事
務
局

（
身
障
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
63
・
３
０
０
８
）

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
手
芸
展

●
11
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
10
時
～
16
時

▪
民
謡
（
虹
の
会
）

●
11
月
12
日
㈫
と
26
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時

▪
松
本
明
美
個
展
（
陶
芸
・
手
芸
）

●
11
月
16
日
㈯
～
30
日
㈯
10
時
～
16
時

▪
柏
原
修
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

●
11
月
18
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
11
月
10
日
㈰
13
時
30
分
か
ら

●
総
合
文
化
会
館
●
10
団
体
が
出
演

●
整
理
券
（
市
役
所
、
西
支
所
、
加
佐
分

室
な
ど
で
配
布
）
が
必
要

【
和
太
鼓
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

●
11
月
９
日
㈯
13
時
～
15
時
●
同
館

●
小
学
４
～
６
年
生

●
実
行
委
員
会
の
中
さ
ん（
☎
63
・
６
５
９
３
）

【
総
合
文
化
会
館
】

▪
文
化
事
業
団
育
成
支
援
事
業
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ラ
イ
ブ　

あ
の
頃
の
風
景
あ
の
頃
の
空
へ

●
11
月
９
日
㈯
17
時
か
ら
●
４
団
体
が
出
演

文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

●
11
月
17
日
㈰
13
時
30
分
か
ら
●
市
民
会
館

●
市
内
の
小
・
中
学
校
や
高
校
、
高
専
、
舞

鶴
市
民
吹
奏
楽
団
、
吹
奏
楽
団
ブ
ル
ー
マ
リ

ン
ズ
な
ど
10
団
体
が
出
演
●
吹
奏
楽
連
盟
の

上
田
さ
ん（
☎
０
９
０
・
１
８
９
４
・
８
３
７
９
）

吹
奏
楽
「
秋
の
定
期
演
奏
会
」

▪
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
世
界　

絵
本
作
家
・
新
美

南
吉 

生
誕
１
０
０
年
パ
ネ
ル
展

●
11
月
30
日
㈯
～
12
月
８
日
㈰
10
時
～
17
時

▪
松
山
千
春
コ
ン
サ
ー
ト
「
生
き
て
い
る
」

●
12
月
３
日
㈫
18
時
30
分
か
ら

●
全
席
指
定　

７
，
８
７
５
円

▪
舞
鶴
寄
席（
チ
ケ
ッ
ト
は
11
月
２
日
㈯
販
売
）

●
来
年
３
月
23
日
㈰
14
時
か
ら
●
全
席
自
由

（
前
売
一
般
１
，
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
５

０
０
円
）
●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

【
市
民
会
館
】

▪
舞
台
制
作
創
造
講
座
「
イ
ベ
ン
ト
創
り
の

楽
し
さ
を
知
ろ
う
！
」

●
12
月
４
日
㈬
～
来
年
２
月
19
日
㈬
ま
で
計

９
回
。
19
時
～
21
時
（
12
月
９
日
と
11
日
は

９
時
か
ら
開
始
）
●
高
校
生
以
上
で
全
講
座

参
加
で
き
る
人
●
先
着
20
人
●
１
，
５
０
０

円
●
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
市

民
会
館
へ
。
11
月
30
日
㈯
必
着

●
11
月
10
日
㈰
10
時
～
16
時
●
西
地
区
商

店
街
一
帯
●
吉
本
芸
人
に
よ
る
コ
ン
ト
や

大
道
芸
、
ミ
ニ
バ
ス
や
ミ
ニ
新
幹
線
体
験

●
舞
鶴
商
工
振
興
会
（
☎
75
・
０
９
３
３
）

１
０
０
円
商
店
街
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ

●
11
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰
●
東
地
区
商
店

街
一
帯
●
北
海
道
物
産
展
・
ス
テ
ー
ジ

※
２
，
０
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
で
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
詰
め
放
題
券
や
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
を
進
呈

●
舞
鶴
実
業
会
事
業
協
同
組
合
（
☎
62
・

０
２
１
７
）

舞
鶴
だ
る
ま
祭

●
11
月
15
日
㈮
10
時
～
15
時
30
分
●
舞
鶴
21
ビ
ル

●
こ
こ
ろ
セ
ラ
ピ
ー
や
か
ら
だ
セ
ラ
ピ
ー
、
雑

貨
＆
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
●
実
行
委
員
会
の

ゆ
る
り
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
２
２
８
２
・
６
４
９
８
）

ふ
れ
あ
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
in
舞
鶴

▪
秋
の
星
空 

親
子
観
察
会

●
11
月
10
日
㈰
17
時
～
20
時
●
小
学
生
以

上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
●
先
着
50
人

●
５
０
０
円
●
11
月
８
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

▪
街
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

●
11
月
23
日
㈷
９
時
30
分
～
12
時
●
先
着

20
人
●
花
苗
を
進
呈
。
作
品
は
駅
前
な
ど

の
公
共
施
設
に
配
置
●
前
日
ま
で
に
電
話
で

▪
紅
葉
展
・
四
季
写
真
展

●
11
月
23
日
㈷
～
12
月
１
日
㈰
９
時
～
16

時
30
分
（
入
園
は
16
時
ま
で
）

●
園
内
に
自
生
す
る
モ
ミ
ジ
類
や
園
芸
品

な
ど
約
１
０
０
点
を
展
示

●
展
示
棟
で
四
季
写
真
展
も
同
時
開
催

自
然
文
化
園
（
☎
68
・
１
１
８
７
）

問

内

時

場

時問 内 時

場

他

内

時

対対

時

料

定

申
他

内

時場

問

内 時

場

問

内

時場

問

内 時

場

対対問 内 時

場

対対問 時

場

問

内

時

場
対対

時料

定

申

時

定

申

他 内 時問

内

時場

問 内 時

場

時時時

時時内時

内

問

内

時

場

他

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
11
月
17
日
㈰
10
時
～
12
時
●
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
屋
内
●
26
店
が
出
店
予
定

《
出
店
者
も
募
集
》
●
先
着
26
店
●
販
売

業
者
や
事
業
所
、
未
成
年
者
の
出
店
、
自

動
車
な
ど
を
使
用
し
て
の
出
店
、
飲
食
物

の
販
売
は
不
可
●
11
月
５
日
㈫
～
８
日
㈮

に
電
話
で
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）へ
。

他

内

時

定

申

場
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長
谷
日ひ

ぎ
り限
地
蔵
を
散
策

●
12
月
１
日
㈰
10
時
か
ら
●
上
漆
原
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
●
１
０
０
円
●
11
月
22
日

㈮
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
は

が
き
（
〒
６
２
４
‐
０
１
１
７ 

市
内
字
岡
田
由

里
４
３
６
）
か
フ
ァ
ク
ス
で
岡
田
上
村
づ
く
り
委

員
会
の
木
原
さ
ん
（
☎
、
ＦＡＸ
83
・
０
９
８
１
）
へ
。

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
●
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▪
冬
の
お
は
な
し
会

●
12
月
21
日
㈯
14
時
～
15
時
●
人
形
劇
な
ど

●
幼
児
と
小
学
生

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

●
12
月
15
日
㈰
９
時
30
分
～
13
時
●
城
南
会

館
●
先
着
50
人
●
３
０
０
円
●
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
●
12
月
３
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
同
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

子
ど
も
も
大
人
も
餅
つ
き
大
会

●
11
月
23
日
㈷
10
時
～
16
時
●
行
永
家
住
宅

●
舞
鶴
地
方
史
研
究
会
会
長
の
加
藤
晃
さ
ん

の
講
演
や
琴
遊
会
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
な
ど

●
社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
３
）

行
永
家
住
宅　

秋
の
一
般
公
開

●
11
月
24
日
㈰
９
時
10
分
～
15
時
●
文
化
公
園

体
育
館
●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
レ

ス
リ
ン
グ
な
ど
。
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
披
露

も
●
種
目
に
よ
っ
て
申
し
込
み
が
必
要
●
全
舞

鶴
勤
労
者
福
祉
協
議
会
（
☎
62
・
３
６
２
７
）

ま
い
づ
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

●
11
月
28
日
㈭
10
時
～
17
時
●
フ
ク
ヤ
白
鳥
店

●
同
校
高
等
部
の
生
徒
が
製
作
し
た
陶
芸
・

ガ
ラ
ス
工
芸
・
木
工
製
品
な
ど
を
販
売

●
同
校
（
☎
78
・
３
１
３
３
）

舞
鶴
支
援
学
校 

製
品
販
売
会

●
11
月
23
日
㈷
13
時
～
16
時

●
ヨ
ー
ガ
体
験
や
血
流
・
骨
密
度
測
定
な
ど

●
小
牧
理
絵
子
さ
ん
●
先
着
50
人

●
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
校

（
☎
63
・
４
３
３
８
、
ＦＡＸ
63
・
３
０
１
４
）

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

市
民
公
開
講
座

教
室
・
講
座

●
11
月
７
日
㈭
14
時
か
ら
●
商
工
観
光
セ
ン

タ
ー
●
弁
護
士
の
清
水
建
夫
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
障
害
者
の
人
権
を
考
え
る
‐
障
害
者
差
別
解

消
法
と
雇
用
促
進
」
●
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り
●
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

●
11
月
15
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
●
オ
フ
ィ
ス
ヒ
ュ
ー
マ

ン
代
表
の
杉
山
久
美
子
さ
ん
に
よ
る
講
演「
自

分
ら
し
く
生
き
生
き
と
！
き
づ
き
編
」
●
託

児
あ
り
●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
フ
レ
ア
ス
舞

鶴
（
☎
65
・
０
０
５
５
、ＦＡＸ
62
・
０
８
７
２
）
へ
。

人
間
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

伊
佐
津
川
・
田
辺
城
址
探
鳥
会

●
11
月
23
日
㈷
９
時
～
11
時
45
分

●
西
運
動
広
場
駐
車
場
集
合

●
歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観
察
（
約
４
㌔
）

●
２
０
０
円
●
小
雨
決
行

●
日
本
野
鳥
の
会
の
増
田
さ
ん
（
☎
63
・

１
５
４
２
）

他

問 内 時料 場●
11
月
23
日
㈷
と
24
日
㈰
10
時
～
19
時

●
西
地
区
商
店
街
一
帯

●
ゑ
び
す
娘
の
籠
道
中
や
よ
さ
こ
い
踊

り
、
バ
ザ
ー
な
ど

●
舞
鶴
商
工
振
興
会
（
☎
75
・
０
９
３
３
）

西
舞
鶴
ゑ
び
す
市

問 内 時場問 内 時

場

時

料

場

内 時

定

申 講
他

問

内

時

場

問 内 時

場

他

時

料

定

申

場

他

内

時

申

場

他

時

申

場 ●
12
月
５
日
㈭
８
時
～
18
時
●
府
議
会
（
京
都

市
）
を
傍
聴
●
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

●
先
着
20
人
●
昼
食
代
が
必
要
●
11
月
15
日

㈮
ま
で
に
電
話
で
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
総
務
課
内
、
☎
66
・
１
０
４
４
）
へ
。

京
都
府
議
会
バ
ス
見
学

対対他

内

時定

申

内

【
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）】

▪
読
書
会

●
12
月
２
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

●
有
吉
佐
和
子
著
「
和
宮
様
御
留
」

図
書
館
の
催
し

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

●
12
月
10
日
㈫
11
時
～
11
時
20
分
●
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
な
ど
●
０
～
２
歳
児

▪
冬
の
お
楽
し
み
会

●
12
月
14
日
㈯
15
時
～
16
時
30
分
●
人
形
劇

や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
●
幼
児
と
小
学
生

▪
お
は
な
し
の
そ
う
ろ
く

●
・
●
12
月
21
日
㈯
❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小

学
生
❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

【
西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）】

▪
大
切
な
本
に
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
ト
を
か
け
て
み
よ
う

●
11
月
９
日
㈯
10
時
～
15
時
（
随
時
）
●
蔵
書

票
作
り
も
実
施
●
本
１
冊
と
30
㌢
定
規
を
持
参

▪
西
図
書
館
歴
史
講
座
～
古
地
図
の
世
界

●
11
月
16
日
㈯
と
12
月
14
日
㈯
14
時
～
16
時

●
京
都
府
立
大
准
教
授
の
上
杉
和
央
さ
ん

●
先
着
20
人
●
電
話
か
同
館
窓
口
で

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

●
12
月
18
日
㈬
11
時
～
11
時
30
分
●
わ
ら
べ
う
た

内 時

対対

内

時

対対

内

時 時

内
対対

時

内

対対

時内

対対

時

内

時講定

申

申

「参
さ ん ば が ら す

羽鴉 in 舞鶴赤れんがパーク」
サブカルチャーイベント☆オールジャンル同人誌即売会

【日時】11 月 24 日㈰ 10 時 30 分～ 17 時（即
売会は 15 時まで）

【場所】赤れんが４号棟（赤れんが工房）
【内容】マンガやアニメの愛好家による自作
マンガ・グッズ即売会、交流会、イラストコ
ンテスト、ダンボールフィギュア展示など

【参加費】一般参加者（来場者）500 円（パ
ンフレット代として）。小学生以下（保護者
の同伴が必要）は無料

【その他】コスプレ可（屋内のみ）
▶詳しくは、実行委員会（ホームページ：
http://sanbamaizuru.jimdo.com/、電子メー
ル：sanbamaizuru@outlook.jp）へ。

▲イラストはイメージ

他
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▪
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

●
12
月
７
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時
●
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
●
先
着
10
組
●
５
０
０
円

●
11
月
27
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

▪
お
正
月
料
理
教
室

●
12
月
７
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
●
市
内
在
住

の
20
歳
以
上
●
先
着
12
人
●
１
，
０
０
０
円

●
11
月
27
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東図書館…毎週木曜日と祝日（土・
日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終火曜日❖西図書館…毎週月曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終
水曜日❖田辺城資料館、郷土資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶
芸館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

●
11
月
24
日
㈰
13
時
45
分
～
15
時
30
分

●
中
総
合
会
館
●
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
館

長
の
矢
崎
節
夫
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
み
ん

な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
～
金
子
み

す
ゞ
さ
ん
の
う
れ
し
い
ま
な
ざ
し
～
」

●
託
児
（
要
予
約
）・
要
約
筆
記
あ
り

●
社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
３
）

人
権
講
演
会

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
11
月
20
日
㈬
９
時
～
12
時

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
11
月
21
日
㈭
18
時
～
21
時

〈
共
通
〉

●
先
着
30
人
●
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
電
話
で
各
消
防
署
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

●
11
月
23
日
㈷
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
防
災
セ
ン
タ
ー
・
東
消
防
署

●
液
状
化
再
現
実
験
、
３
Ｄ
地
震
体
験
、

放
射
線
の
観
察
・
測
定
な
ど

●
小
学
生
以
上
●
先
着
45
人

●
11
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
電
子
メ
ー

ル
（syo

m
u@

m
aizuru-ct.ac.jp

）
で
舞

鶴
高
専
総
務
課
（
☎
62
・
８
８
６
２
）
へ
。

舞
鶴
高
専
出
前
講
座

「
体
験
し
て
学
ぶ
防
災
学
習
」

い
き
い
き
孫
育
て
講
座

●
11
月
16
日
㈯
13
時
～
16
時
●
中
総
合
会
館

●
京
都
府
助
産
師
会 

孫
育
て
の
会

●
先
着
10
人
●
１
，
０
０
０
円

●
電
話
で
み
き
助
産
院（
☎
77
・
７
１
５
３
）へ
。

家
事
家
計
講
習
会

●
11
月
21
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

●
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
●
家
事
の
工
夫

や
家
計
の
実
例
の
紹
介
な
ど

●
先
着
40
人
●
３
０
０
円
●
託
児
あ
り

●
前
日
ま
で
に
舞
鶴
友
の
会
の
松
代
さ
ん

（
☎
64
・
１
１
３
７
）
へ
。

▪
絵
手
紙
（
年
賀
状
作
り
）
教
室

●
11
月
30
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
先
着
10
人
●
３
０
０
円

●
11
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
。 大

浦
会
館

（
☎
68
・
２
０
１
０
、
ＦＡＸ
68
・
２
０
１
１
）

●
12
月
１
日
㈰
10
時
～
15
時
●
中
総
合
会
館

●
発
語
音
楽
療
法
基
本
構
造
の
説
明
な
ど
の

講
演
や
体
験
談
な
ど
●
先
着
30
人
●
３
，
０

０
０
円
●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
発
達
支
援
協
会

舞
鶴
支
部
の
松
浦
さ
ん（
☎
63
・
７
６
６
５
）へ
。

こ
と
ば
音
楽
療
法
セ
ミ
ナ
ー

●
11
月
22
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
●
岩
本
龍
平
さ
ん

●
先
着
60
人
●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
人
権

啓
発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
、
ＦＡＸ

66
・
１
０
１
５
）
へ
。

講
演
会
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
意
義
と
成
長
戦
略
」

障
害
者
・
茶
道
講
座

●
12
月
１
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
●
身
障
セ

ン
タ
ー
●
３
０
０
円
●
11
月
４
日
㈷
～
27
日

㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
身
障
セ
ン
タ

ー
（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）
へ
。

▪
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
12
月
３
日
㈫
～
来
年
３
月
25
日
㈫
ま
で
計
16

回
、
13
時
30
分
～
15
時
●
先
着
13
人
●
月
３
，

５
０
０
円
●
11
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

▪
プ
ラ
ン
タ
ー
花
園
教
室

●
12
月
13
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分
●
先
着
20
人

●
２
，０
０
０
円
●
11
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

▪
こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
教
室

●
12
月
23
日
㈷
13
時
30
分
～
16
時
●
羽
入
あ
い
子

さ
ん
●
小
学
４
～
６
年
生
●
先
着
16
人

●
８
０
０
円
●
12
月
７
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

若狭高浜 ふぐまつり
【日時】11 月４日㈷ 10 時～ 13 時
【場所】若狭高浜エルどらんど
【内容】ふぐ鍋販売・鮮魚コーナー・特産品販売など
【問い合わせ先】若狭高浜ふぐまつり実行委員会事務
局 ( 高浜町役場まちづくり課内、☎ 0770・72・7705）

他問

内

時場対対 内 時

定

申 場時定

場

料

申

内

時

料

定

申

場時定

申

場

講

時

料

定申

対対

時

料

定

申

対対

時

料

定

申内 時

料

定

申

場

時

料

申

場

時時定申

他

対対

時料

定

申

講

時料

定

申

時

料

定

申

講

焙
り
た
て
コ
ー
ヒ
ー
教
室

●
11
月
17
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
城
南
会
館
●
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
た
て

方
を
学
ぶ
●
先
着
10
人
●
１
，
７
０
０
円

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
一
杯

の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
地
球
が
見
え
る
」
の
園
山

さ
ん　
（
☎
０
８
０
・
１
４
３
８
・
７
０
２
８
）へ
。

内

時

料

定

申 場

高浜町の

お知らせ
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▪
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

●
12
月
14
日
㈯
19
時
～
21
時
●
西
公
民
館

●
迎
春
用
壁
飾
り
を
つ
く
る
●
馬
渕
厚
子

さ
ん
●
先
着
10
人
●
３
，
０
０
０
円

●
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

保
護
者
同
伴
●
先
着
15
人

▪
お
せ
ち
料
理
教
室

●
12
月
15
日
㈰
10
時
～
12
時
●
舞
鶴
料
理
学
院

の
堀
祥
子
さ
ん
●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円

〈
共
通
〉●
11
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

販
売
サ
ー
ビ
ス
業
、
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
、
事
務

職
、
技
術
・
技
能
、
自
由
業
…
20
歳
以
上
の

男
女
❖
主
婦
…
20
歳
以
上
の
女
性
●
５
人
。

〈
共
通
〉
●
多
数
の
場
合
選
考
。
任
期
は

来
年
４
月
か
ら
２
年
間
●
来
年
１
月
10
日

㈮
ま
で
●
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部

広
報
係
（
☎
62
・
２
２
５
０
）

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

子
育
て

●
11
月
14
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分
●
西
総

合
会
館
●
長
崎
優
子
さ
ん
●
子
育
て
中
の

母
親
●
先
着
15
人
●
託
児
あ
り
●
11
月
７

日
㈭
ま
で
に
電
話
で
西
公
民
館
（
☎
75
・

６
５
０
１
）
へ
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座

募
集

●
12
月
８
日
㈰
９
時
30
分
か
ら
●
文
化
公
園

体
育
館
●
小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
の
部
（
い

ず
れ
も
男
子
と
女
子
の
部
）。
１
チ
ー
ム
８
～

12
人
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
人
●
１

チ
ー
ム
５
０
０
円
（
小
・
中
学
生
は
３
０
０
円
）。

●
チ
ー
ム
名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
の
部
を
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス

（
62
・
９
８
９
７
）、
電
子
メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課（
☎
66
・
１
０
５
８
）へ
。
11
月
25
日
㈪
必
着
。

市
民
綱
引
大
会

防
衛
・
基
地
モ
ニ
タ
ー

　

防
衛
や
自
衛
隊
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な

ど
を
い
た
だ
く
防
衛
・
基
地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
。

《
防
衛
モ
ニ
タ
ー
》
●
農
林
・
漁
業
職
の

20
歳
以
上
の
男
性
●
１
人

《
基
地
モ
ニ
タ
ー
》
●
❖
農
林
・
漁
業
、

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
仮
設
店
舗
の
出
店
者

　

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
北
側
芝
生
広
場
の
仮

設
店
舗
の
出
展
者
を
募
集
。
●
12
月
中
旬

～
来
年
６
月
の
10
時
～
日
没
●
応
募
要
件

は
、
同
パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

●
舞
鶴
観
光
協
会
（
☎
66
・
１
０
９
６
）

▪
お
も
て
な
し
料
理

●
12
月
７
日
㈯
９
時
～
12
時
●
西
総
合
会
館

●
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ず
し
な
ど
お
す
し
の
ア
ラ

カ
ル
ト
●
舞
鶴
料
理
学
院
学
院
長
の
河
田

宏
子
さ
ん
●
先
着
20
人
●
１
，
５
０
０
円

●
11
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

西
公
民
館
（
☎
75
・
６
５
０
１
）

●
12
月
７
日
㈯
13
時
～
15
時
●
西
総
合
会
館

●
田
中
常
夫
さ
ん
●
先
着
30
人
●
３
，
０
０
０
円

●
電
話
で
花
と
緑
の
公
社（
☎
68
・
１
１
８
７
）へ
。

寄
せ
植
え
教
室

▪
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う

●
12
月
７
日
㈯
９
時
30
分
か
ら
●
幼
児
と
小
学

１
～
３
年
生
●
先
着
20
人
●
５
０
０
円

●
11
月
21
日
㈭
～
12
月
５
日
㈭
に
電
話
で
。

▪
子
ど
も
料
理
教
室

●
12
月
７
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時
30
分
●
小
学

４
～
６
年
生
●
先
着
30
人
●
５
０
０
円

●
11
月
27
日
㈬
ま
で
に
同
館
窓
口
へ
。

南
公
民
館
（
☎
62
・
０
２
８
８
）

▪
楽
し
く
弾
け
る
箏
の
教
室

●
12
月
８
日
㈰
と
15
日
㈰
14
時
～
15
時
30
分

●
立
道
明
美
さ
ん
●
小
学
３
年
生
以
下
は

中
央
公
民
館

（
☎
62
・
０
４
０
０
、
ＦＡＸ
62
・
０
４
４
２
）

▪
子
ど
も
料
理
教
室

●
12
月
７
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時
●
ク
リ
ス
マ

ス
料
理
を
作
る
●
小
学
３
年
生
●
先
着
20
人

●
５
０
０
円
●
11
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
お
正
月
盆
栽
教
室

●
12
月
14
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
新
春

の
気
分
を
高
め
る
盆
栽
づ
く
り
●
先
着
20
人

●
２
，５
０
０
円
●
12
月
７
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

東
公
民
館
（
☎
62
・
１
２
３
７
）

加
佐
公
民
館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）

▪
か
る
た
教
室

●
12
月
14
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
安
久
菊
枝
さ
ん
●
小
学
生
以
上
●
先
着
20
人

●
12
月
７
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
年
末
年
始
の
お
も
て
な
し
料
理
教
室

●
12
月
21
日
㈯
10
時
～
12
時
●
眞
下
千
恵
美

さ
ん
●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円

●
12
月
14
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。
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まいづる
メール配信サービス
　市では、行政情報をメールでお届けする「ま
いづるメール配信サービス」を実施中。
　市ホームページや右のコードから簡単に登録
できます。

【配信内容】
　❖防災情報　　　❖観光・イベント情報
　❖クマ出没情報　❖不審者情報　
　❖その他緊急情報
※登録料は無料（ただし通信
料（パケット料金）は利用者
負担）。

【問い合わせ先】
　広報広聴課（☎ 66・1041）

▲携帯サイトは
こちらから
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●
幼
児
・
小
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

●
先
着
20
人
●
託
児
あ
り

●
11
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
中
央
公
民
館
（
☎
62
・
０
４
０
０
、
ＦＡＸ

62
・
０
４
４
２
）
へ
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

❖人口　86,011 人（‐201 人）❖男　42,949 人（‐168 人）❖女　43,062 人（‐33 人）
❖世帯　35,111 世帯（ ‐ 106 世帯）
※平成 25 年 10 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
11
月
７
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分
●
市

役
所
本
館
●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
な
ど

時

内

場

相
談

人
権
相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
11
月
12
日
㈭
９
時
～
12
時
●
城
南
会
館

●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
無
料
女
性
相
談

▪
電
話
相
談

●
11
月
７
日
～
28
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
に
関
す
る
相
談
。

専
用
電
話
（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
11
月
20
日
㈬
11
時
～
13
時
50
分

●
就
職
や
起
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す

る
相
談
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

応
じ
る
●
先
着
２
人

●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
室

（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
11
月
20
日
㈬
14
時
10
分
～
15
時
40
分

●
ス
ト
レ
ス
要
因
の
対
処
法
に
つ
い
て
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
助
言

●
先
着
４
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
11
月
26
日
㈫
14
時
～
15
時
●
看
護
師
・
助

産
師
が
応
じ
る
●
先
着
１
人

●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
面
接
相
談

●
12
月
11
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
な
ど
の
相
談
に
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
応
じ
る
●
先
着
３
人

●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

●
12
月
１
日
㈰
と
８
日
㈰
10
時
～
11
時
30
分

●
中
総
合
会
館

●
子
ど
も
の
ほ
め
方
や
し
つ
け
方
を
学
ぶ

楽
し
く
安
心
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

▪
い
や
し
の
音
楽
会

●
11
月
22
日
㈮
10
時
か
ら

●
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
オ
ー
ボ
エ
の
生
演
奏

●
子
育
て
中
の
親
子
●
先
着
30
人

●
11
月
19
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

▪
親
子
で
遊
ぼ
う
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

●
12
月
６
日
と
20
日
の
金
曜
日
、
10
時
～
12
時

●
音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
と
っ
た

り
、
季
節
の
歌
を
歌
う
●
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
●
先
着
25
人

●
１
，
５
０
０
円
（
２
人
目
か
ら
は
１
，

０
０
０
円
）

●
11
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室

●
12
月
13
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時

●
子
育
て
中
の
親
●
先
着
20
人

●
７
０
０
円
●
託
児
あ
り

●
12
月
７
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

東
公
民
館
（
☎
62
・
１
２
３
７
）

●
12
月
６
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分
●
城
南

会
館
●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
●
吉
田

真
帆
さ
ん
●
６
か
月
～
３
歳
未
満
児
と
そ

の
保
護
者
●
先
着
15
組
●
託
児
あ
り

●
11
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
城
南
会
館

（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

健
や
か
子
育
て
教
室

●
11
月
28
日
㈭
10
時
～
11
時
●
西
総
合
会
館

●
親
子
で
行
う
散
歩
遊
び
や
ボ
ー
ル
遊

び
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
●
長
崎
優
子
さ
ん

●
歩
き
始
め
た
乳
児
～
就
学
前
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
●
先
着
25
組
●
５
０
０
円

●
11
月
26
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福

祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

わ
く
わ
く
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対対 内 時

料

定

申

場
講

対対 内 時

定

申

対対

内 時料

定

申対対

他

時料

定

申

問 内 時

場
対対

他

内

時

定

申

場講

対対

他

内 時

定申

場

対対 他 内 時

定

申

内 時 時

場

内内

他

内

時

定

申 他内 時

定

申 内 時定

他

申



27 2013 - 11maizuru

▪
公
証
相
談

●
11
月
12
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
市
役
所

本
館
●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談

●
11
月
12
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
市

役
所
本
館
●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、
境
界
問

題
、
家
屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談

●
11
月
15
日
㈮
13
時
か
ら
●
市
役
所
本
館

●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
11
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
11
月
13
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
困
り
ご
と
相
談

●
・
●
❖
11
月
19
日
㈫
…
西
総
合
会
館

❖
11
月
20
日
㈬
…
東
公
民
館
、
い
ず
れ
も

10
時
～
15
時
●
調
停
委
員
な
ど
が
対
応

▪
行
政
書
士
相
談

●
11
月
27
日
㈬
10
時
～
13
時
●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

●
先
着
３
人
●
11
月
11
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

有 

料 

広 

告

傍
聴

●
11
月
11
日
㈪
13
時
30
分
か
ら
●
市
役
所

本
館
●
❖
用
途
地
域
の
変
更
（
国
際
ふ

頭
）
❖
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
伊
佐
津

境
谷
線
）
❖
市
場
の
変
更
（
公
設
市
場
）

●
都
市
計
画
課
（
☎
66
・
１
０
４
８
）

都
市
計
画
審
議
会

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

●
11
月
13
日
㈬
13
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

●
高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族

聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）

▪
聞
こ
え
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

●
11
月
15
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
木
下
集
会
所
●
市
内
在
住
の
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
と
そ
の
家
族
●
11
月
13
日
㈬

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
（
〒

６
２
５
‐
０
０
８
３
市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）で
。

▪
聞
こ
え
の
相
談
会

●
11
月
28
日
㈭
13
時
～
16
時
●
同
セ
ン
タ
ー

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る
●
市
内
在
住
の

難
聴
者
●
先
着
５
人
●
11
月
22
日
㈮
ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
で
。

療
育
相
談

●
11
月
11
日
㈪
と
25
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

京
都
府
「
視
覚
相
談
会
」

●
11
月
19
日
㈫
11
時
～
15
時
30
分

●
福
知
山
市
総
合
福
祉
会
館
●
福
祉
機
器

の
展
示
や
活
用
ア
ド
バ
イ
ス
、
日
常
生
活

の
個
別
相
談
（
予
約
が
必
要
）。
鳥
居
寮
支

援
員
の
新
居
平
康
さ
ん
に
よ
る
講
演
も
。

●
障
害
福
祉
課
（
☎
66
・
１
０
３
３
）

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）

▪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

●
11
月
15
日
㈮
10
時
～
16
時

●
進
路
・
就
職
・
転
職
、
自
立
支
援
相
談

●
15
～
お
お
む
ね
40
歳
と
そ
の
家
族

▪
就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
11
月
20
日
㈬
14
時
～
16
時
●
自
己
分
析

や
目
に
と
ま
る
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど

●
求
職
者
●
先
着
12
人

▪
福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談

●
11
月
22
日
㈮
10
時
～
16
時

●
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人

▪
就
職
個
別
相
談

●
12
月
４
日
㈬
・
11
日
㈬
・
18
日
㈬
10
時
～

16
時
●
求
職
者
●
先
着
各
５
人
●
４
日
の

み
福
来
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施

〈
共
通
〉
●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
で
。

そ
の
他

　

11
月
21
日
～
12
月
20
日
、“
み
ん
な
で

支
え
あ
う
あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り
”
を

目
指
し
て
「
歳
末
友
愛
運
動
」
を
展
開
。

各
自
治
会
を
通
じ
て
戸
別
募
金
を
実
施
し

ま
す
。
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
62
・
７
０
４
４
）

歳
末
友
愛
運
動
に
ご
協
力
を

問 時

場

問

対対 内 時定

申

場

内 時

場

内

内時

定

場 内

時

場

時

場

時

内

場

問

内

時場

対対

内 時

申

場

内

時場

対対 内 時申 場

定

内
福
祉
の
仕
事 

ミ
ニ
就
職
面
接
会

●
11
月
20
日
㈬
13
時
～
16
時
●
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
舞
鶴
●
職
員
を
募
集
し
て
い
る
福
祉
・

介
護
事
業
所
２
社
に
よ
る
就
職
面
接
会

●
北
部
人
材
福
祉
カ
フ
ェ
（
☎
０
７
７

３
・
22
・
３
８
７
８
）

時

場

問

内

申

他

申

対対 内 時

定

時対対

内

時

対対

定

時対対

申
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で
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◀携帯サ
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ま
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づ
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新
宮 

美
紀 

さ
ん

す
。
女
性
が
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
子
ど
も
の
心
の
安
定
と
出
産
後
の
楽
し

い
育
児
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
始

ま
る
の
で
は
な
く
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
す
で

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
妊
娠
期
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
赤
ち
ゃ

ん
は
お
腹
の
中
で
い
つ
も
お
母
さ
ん
の
声
を

聞
い
て
、
気
持
ち
も
よ
く
感

じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
妊

娠
中
は
穏
や
か
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
と
お
腹
の

中
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
話
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
」「
お
や
す
み
」

な
ど
、
日
常
の
会
話
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
お
母
さ
ん

に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

　

私
は
、
助
産
師
と
し
て
自
然
な

お
産
を
希
望
す
る
女
性
の
出
産
、

育
児
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

助
産
師
は
出
産
に
立
ち
会
い
介
助

し
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
出
産
、
育

児
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
す
る
前

か
ら
サ
ポ
ー
ト
は
始
ま
っ
て
い
ま

⑬

ゆ
る
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス 

き
ら
り
と
光
る

　

助
産
師
と
し
て
働
く
一
方
、
幅
広
く
地
域
の
子
育
て
支
援
で
も
活
躍
中
。
助

産
師
と
い
う
職
業
を
通
じ
て
感
じ
る
出
産
や
子
育
て
、
そ
し
て
「
女
性
が
一
生

を
通
じ
て
笑
顔
で
輝
や
け
る
」
そ
ん
な
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る

サ
ー
ク
ル
「
ゆ
ら
り
★
き
ら
り
」
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ゆ
る
り
☆
き
ら
り 

の
こ
と

　
「
お
産
や
子
育
て
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
が

一
生
を
通
じ
て
笑
顔
で
輝
い
て
い
て
ほ
し
い
」

そ
ん
な
思
い
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ

て
「
ゆ
る
り
☆
き
ら
り
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル

を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
の
名
前
に
は
、
仕
事
や
勉

強
、
子
育
て
、
介
護
な
ど
に
頑
張
っ
て
い
る

女
性
た
ち
に
「
も
っ
と
“
ゆ
る
り
”
と
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
、
そ
の
ま
ま
の
自
分
を
大
切
に
し

て
“
き
ら
り
”
と
光
る
自
分
を
見
つ
け
よ
う
よ
」

と
い
う
女
性
へ
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
提
案
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
る
り
☆
き
ら
り
」
で
は
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ン
グ
ル
の
女

性
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
、
人
生
を
い
き
い

き
と
楽
し
む
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
毎
月
、

子
育
て
を
語
る
会
や
お
産
を
語
る
会
、
布
ナ

プ
キ
ン
を
作
る
会
、
ち
ぃ
ぢ
ゅ
さ
ん
と
お
し
ゃ

べ
り
の
会
、
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア
の
５
つ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
『
ゆ
る
り

☆
き
ら
り
』
も
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
フ
ェ

は
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地
域
の
人

が
、
出
会
い
、
つ
な
が
る
場
所
」
に
な
る
と

い
い
な
と
思
っ
て
作
り
ま
し
た
。
人
と
の
出

会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
自
分
と
の
出
会
い
。

ぜ
ひ
、
誰
の
た
め
で
も
な
い
自
分
の
た
め
に

“
ゆ
る
り
☆
き
ら
り
”
と
し
た
時
間
と
空
間
を

楽
し
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。


